
思

う

」

と

。

な

い

の

か

?

そ

れ

は

今

ま

で

の

「

反

省

の

気

持

ち

の

み

で

慢

外

交

路

線

を

尊

重

し

す

ぎ

る

か

略

の

歴

史

、

原

因

に

対

す

る

真

ち

だ

。

そ

の

延

長

線

上

で

は

、

相

究

明

の

姿

興

の

な

い

村

山

殻

ど

ん

な

に

味

付

り

を

変

え

て

も

話
は
、ほ

と

ん

ど

評

価

し

な

い

」

個

人

補

償

は

出

て

来

な

い

。
欠

と
い
う
の
は
鈴
木
さ
ん
。
さ

ち

陥

に

気

づ

い

た

今

、

で

は

ど

う

に

加

害

者

責

任

間

醐

の

不

明

確

す

る

の

か

と

い

う

大

き

窪

決

断

さ

を

指

摘

。

を

迫

ら

れ

て

い

る

の

に

、

ぞ

れ

い
が
、
実
質
的
に
個
人
支
援
の
「
グ
慰
安
婦
H

加
害
は
、
女

ん

を
認
め
ょ
う
と
し
な
い
。

「臼

道
を
引
き
出
し
た
こ
と
で
評
性
の
性
的
人
権
に
対
す
る
犯
罪

さ

-
本
は
問
題
解
決
の
絶
好
の
チ
ャ

奨

i

価

、

前

進

と

見

る

と

い

う

和

田

だ

。

レ

イ

ブ

そ

の

も

の

。

そ

し

新

ン

ス

を

自

ら

に

逃

が

す

こ

と

に

さ

ん

。

「

国

会

が

侵

略

的

行

為

、

て

、

皇

軍

に

よ

る

組

織

的

、

国

木

な

る

」

と

い

う

。

植

民

支

回

の

反

省

の

文

言

を

入

家

的

な

戦

争

犯

罪

で

あ

る

と

と

和

国

春

樹

鈴

「

政

府

と

国

民

の

共

同

募

金

っ
た
と
説
明
し
、
問
題
提
起
に
れ
た
酎
罪
決
識
を
し
、
首
相
が
の
都
臓
が
ま
る
で
な
い
」
と

0
5
3時
国

の

や

り

方

は

、

国

家

と

国

民

の

移

る

。

被

害

者

の

一

人

ひ

と

り

に

謝

罪

外

務

省

が

個

人

重

量

み

明

間

警

察

に

す

る

危

険

性

が

日

本

政

府

・

外

務

省

は

、

サ

文

を

出

す

。

償

い

の

印

と

し

て

続

け

る

の

は

、

二

国

間

条

約

だ

カ

あ

る

。

資

金

は

有

志

の

寄

付

で

右

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

購

和

条

約

に

お

金

を

払

う

。

資

金

は

国

と

、

け

で

な

く

、

も

っ

と

根

源

的

な

{

木

裕

子

は

な

く

国

民

全

員

が

負

担

を

す

よ
っ
て
、
二
国
間
条
約
あ
る
い
国
民
も
加
害
国
の
国
民
と
し
て
も
の
ー
l
沖

縄

を

犠

牲

に

築

き

佳

史

研

究

ち

る

税

金

を

当

て

る

べ

き

」

は

協

定

に

よ

っ

て

戦

後

処

理

問

募

金

に

参

加

す

る

。

特

に

責

任

上

げ

た

経

済

反

映

、

戦

後

体

制

国

民

全

買

か

負

担

す

る

と

と

題

は

解

決

済

み

と

個

人

補

償

を

あ

る

地

位

に

い

る

人

は

収

入

の

の

洗

い

直

し

を

さ

れ

る

の

を

国

で

、

同

じ

過

ち

を

二

度

と

繰

り

拒

否

し

続

け

た

。

村

山

談

話

は

何

物

と

決

め

て

出

す

。

政

府

と

の

支

配

層

が

恐

れ

て

い

る

の

が

返

さ

な

い

と

い

う

監

視

の

自

が

「
個
人
補
償
」
の
名
目
で
は
な
民
間
共
同
の
理
想
的
な
形
だ
と
本
音
で
は
な
い
か
と
も
。

も

に

t

強
く
な
る
と
。

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
M
M
H
H
H
M
M
M
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H川
川
川
川
川
四
四
川
川
川

リ
l
、
一
一
一
階
川
事
務
室
、
カ
ウ
等
で
手
が
汚
れ
た
と
き
な
ど
便

川
川
噌
剛
淵
訓
州
叫
叫
叫
剛
酬
明
酬
明
耐
訓
馴
川
淵
劃
叫
叫
畑
剛
叫
耐
脚
馴
酬
馴
馴
州
川
棚
側
剛
山
川
酬
酬
明
州
棚
醐
訓
酬
訓
川

ン
セ
リ
ン
グ
ル
l
ム
、
四
、
五
利
ぞ
う
。

山
凶
f
F
U山
町
四

e
町
駅

mm-E咽
ι抑
制

ぬ

剛

山

語

以

附

階
H
会
識
室
、
調
理
室
、
視
聴
印
刷
宰
を
つ
く
り
、
市
民
に

山
山
間
山

wvd幽

ι
ν
h
F
E血
『
L
m
U
49副
司

h
副
品
刻
バ

r
h叩
P
』
・
由

s
'
E
m叫
剛
山
刊

U
F
4却
相
川
四
川
四
岨

=
'
d幽
・
・
同
川
川

酬
酬
附

wmm脚
肌

鵬

鵬

鵬

附

刷

世

嗣

鵬

川

剛

山

川

酬

附

剛

附

川

畑

酬

酬

脳

刷

川

川

刷

覚
室
等
、
七
l
十
階
日
ホ
l
ル
解
放
す
る
の
は
ど
乙
の
セ
ン
タ

ー

山

1
1
M
W
H
E
E
l
-
-
1
1
1
1
1
1
t
mi

l

l

i

l

i

-

-

l

(

五
百
席
)
。

ー
や
会
館
で
も
や
っ
て
い
る
己

主
兎
」
、
、
主
兎
C
H
1
〉

も

屯

量

目

弓

・
を
得
て
計
画
を
進
め
て
き
た
だ
会
議
室
や
セ
ミ
ナ
ー
室
に
ビ
と
で
珍
し
く
な
い
が
、
普
通
は

E
珂
」
ノ

E
耳
車
場

U
ヨ
R
E個
別

寸

け

に

、

愚

新

の

設

備

と

と

も

に

、

デ

オ

プ

ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ス
ラ
印
刷
機
や
コ
ピ
ー
や
機
械
だ
り

;
i
i
i
}

o

f

v

間
々
ま
で
細
か
い
配
慮
が
ほ
ど
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
愚
の
小
部
屋
。
ド
l
ン
セ
ン
タ
ー

ド

!

ン

と

浪

花

女

の

象

閣

と

さ

れ

て

い

る

。
新
の
設
備
の
ほ
か
、
使
う
人
の
の
は
大
き
な
部
屋
の
一
隅
に
機

、
.
-

，

-

-

e
11

;

地
下
一
階
日
温
水
プ
l
ル
や
身
に
な
っ
た
細
や
か
な
心
づ
か
械
が
あ
り
、
大
き
な
テ
ー
ブ
ル

大
阪
府
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
り
が
進
め
ち
れ
て
い
る
が
、
ド
に
却
え
、
地
上
十
階
地
下
一
階
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
な
ど
い
が
目
立
つ
。た
と
え
ば
、
ホ
ー
や
椅
子
が
お
い
で
あ
る
。
印
刷

l
Hド
l
ン
セ
ン
タ
ー
H
が
完

1
ン
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
の
ど
真
延
床
面
積
一
万
二
千
七
百
六
十
が
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ロ
ア
、
ル
に
は
親
子
室
づ
き
。
コ
ン
サ
し
な
が
ら
、
ぺ

l
ツ
を
そ
ろ
『
え

成
し
た
(
日

・
日
オ
ー
プ
ン
)
。
ん
中
(
京
阪
、
地
下
鉄
天
満
橋
平
方
M
と
い
う
、
地
方
自
治
体
一
階
H
ロ
ビ
1
、
九
面
の
マ
ル

l
ト
な
ど
子
づ
れ
で
は
気
が
ひ
た
り
、
ホ
チ
キ
ス
で
と
め
た
り

各
地
で
女
性
の
セ
ン
タ
ー
づ
く
駅
か
ろ
五
分
)
と
い
う
地
の
利
の
女
性
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
最
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
備
え
た
二
百
七
け
る
が
、
安
心
し
て
み
ら
れ
る
の
作
業
が
ゆ
っ
た
り
で
き
る
し

調

M

s

y

p

ヂ
一
割
軒
勝
也
臨
大
の
規
模
二
九
八
六
年
か
ら
十
早
方
M
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
別
空
間
。
会
議
室
は
洗
面
台
の
く
み
。
手
が
汚
れ
た
ら
・:
:
・洗

L
ぷ

翠

マ

ギ

Jρ

ι
E
E脳
会
に
わ
た
り
、
市
民
の
参
画
ス
ペ
ー
ス
、
二
階
H
ラ
イ
ブ
ラ

入
っ
て
い
る
室
が
多
く
、
作
業
面
台
室
内
に
あ
る
。

戦
h

川
市
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J
7
J晶
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「
一
死
従
軍
慰
安
婦
」
補
償

新
美
さ
ん
は
、
村
山
談
話
の

問
題
点
は
グ
個
人
μ

が
按
貯
落

ち
て
い
る
と
と
。
個
人
に
対
す

る
具
体
策
が
な
い
政
府
決
議
は

何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。

な
ぜ
個
人
の
問
題
が
出
て
来

インド=⑮

)
 
-(
 

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧

1994年 11月 20日

，-J説話濯§

民
間
基
金
構
想
に
賛
否
両
論

こ
の
八
月
、
政
府
は
村
山
首
相
談
話
と
い
う
形
で
戦
後
五
十
年
・
戦
後
処
理
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
身

は
「
平
和
交
流
計
画
」
が
中
心
。
「
元
・
従
軍
慰
安
婦
」
に
対
し
て
は
、
政
府
補
償
は
避
り
、
民
間
基
金
に
よ
る
「
見
舞
金
」

構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
「
一
歩
前
進
」
「
根
本
的
解
決
に
な
ら
な
い
」
と
の
意
見
に
、
見
方
は
別
れ
た
。
し
か
し
、

解
決
を
望
む
気
持
ち
は
同
じ
。
前
進
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述
べ
、
理
解
し
合
お
う
-
と
い
う
集
ま
り
が
、
東
京
で
開
か

れ
た
。賛
成
も
反
対
も
集
ま
り
語
ろ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
の
立
場
か

ら
の
考
え
や
意
見
を
出
し
合

い
、
日
本
が
ど
う
い
う
進
路
を

取
る
の
が
最
普
の
道
を
探
ろ
う

と
、
国
会
決
議
を
求
め
る
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
『
こ
の
ま
ま

で
、
日
本
は
幻
世
紀
の
開
を
開

け
ら
れ
る
の
か

fm-国
討
論

会
「
戦
後
日
年
と
国
会
決
議
」

.・
・
「
村
山
談
話
を
考
え
る
』
(
於

・
総
評
会
館
)
は
、
従
軍
慰
安

婦
問
題
、
在
サ
ハ
リ
ン
「
韓
国

企
永
住
帰
国
問
題
、
台
湾
住

民
の
確
定
債
務
問
題
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
戦
後
処
理
問
題
に
か
か

わ
る
運
動
を
し
て
い
る
人
や
個

人
的
に
関
心
を
持
つ
人
達
で
満

席
と
な
っ
た
。

討
論
会
は
鈴
木
裕
子
(
女
性

史
研
究
家
)
、
新
美
隆
(
弁
護
問
題
は
人
聞
が
人
聞
に
加
え
た

土
)
、
和
田
春
樹
(
東
大
教
授
最
も
醜
悪
な
犯
罪
。
二
度
と
繰

/
園
会
決
議
を
求
め
る
会
)
さ
り
、
空
C
な
い
よ
う
歴
史
的
教
劃

ん
が
問
題
提
起
し
、
参
加
者
と
を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
害

討
論
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
者
で
あ
る
国
家
は
国
際
社
会
に

た

。

お

い

て

責

任

を

取

る

こ

と

。

被

和
田
さ
ん
は
、
ま
ず
、
こ
の
害
者
は
名
誉
回
復
。
日
本
政
府

討
論
会
を
聞
く
き
っ
か
り
に
つ
が
謝
罪
の
な
い
金
を
出
す
と
と

い

て

語

る

。

は

被

害

者

に

と

っ

て

は

二

重

の

九
月
に
来
日
し
た
韓
国
挺
身
囲
辱
だ
。
日
本
帝
国
主
義
の
い

隊
問
題
対
策
協
議
会
の
コ
元
従
わ
ぱ
被
害
者
で
も
あ
る
国
民
が

軍
霊

Z
F
や
支
援
す
る
人
に
国
家
に
代
わ
っ
て
責
任
を
取
る

会
っ
た
。
彼
女
ら
は
政
府
の
民
必
要
は
な
く
、
民
主
国
家
の
国

間
募
金
構
想
に
賛
成
し
て
い
る
毘
の
義
務
は
国
家
の
間
違
い
を

和
田
さ
ん
に
「
先
生
の
意
見
は
正
す
と
と
だ
」
と
訴
え
た
。
そ

政
治
家
な
ら
分
か
る
が
、
私
た
の
と
き
和
田
さ
ん
は
、
乙
の
間

ち
は
社
会
運
動
を
す
る
も
の
と
題
を
考
え
て
き
た
日
本
人
の
人

し
て
、
原
則
的
な
立
場
に
立
つ
」
と
意
見
交
換
す
る
必
要
が
あ
る

と
抗
議
。
そ
し
て
、
「
慰
安
婦
と
痛
感
し
、
今
の
討
論
会
に
な

a人
間

バ

互
を
ト
イ
レ
掃
除
で
終
む
や
女
性
(筆
者
撮
影
)

た
と
-
え
ば
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
を
し
て
い
る
知

人
の
家
は
四
人
家
族
で
、コ
ッ
ク
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ

ー
、
ド
l
ビ
i
、
マ
リ
l
、
ス
ィ
l
パ
1
で
合
計
五

人
の
使
用
人
を
雇
っ
て
い
る
。
コ
ッ
ク
と
ハ
ウ
ス
キ

ー
パ
ー
は
常
時
家
に
い
て
、
住
み
込
み
で
働
い
て
い

J 

衆院綴員会館前で抗識のハンス卜をするミ元慰安婦ミたちは月29日

残
し
て
き
で
お
り
年
に
一
回
か
二
回
帰
る
そ
う
だ
。

大
学
の
教
師
の
家
で
も
使
用
人
の
獲
を
見
か
け

る
。
イ
ン
ド
で
女
性
は
結
婚
を
し
て
子
ど
も
が
い
て

一
人
前
の
女
性
と
し
て
尊
敬
を
集
め
る
。
ま
ず
は
結

婚
だ
。
そ
の
た
め
結
婚
し
て
い
る
学
生
も
少
な
く
な

い
。
女
性
の
教
師
も
ほ
と
ん
ど
が
既
婚
者
だ
。
し
か

し
、
家
事
に
煩
わ
さ
れ
な
い
で
、
研
究
に
没
頭
で
き

る
環
境
に
あ
る
。
ト
疏
階
級
、
中
流
上
珊
階
級
、
中

流
階
級
、
中
流
下
層
階
級
と
そ
れ
ぞ
れ
家
で
、
さ
ま

家
事
関
係
ナ
シ
，
J

「
幸
せ
」
な
上
流
階
級
の
主
婦

る
。
マ
リ
!
と
ス
ィ
l
パ
l
は
毎
日
や
っ
て
来
る
。

ド
!
ビ
1
は
一
週
間
に
一
度
や
っ
て
来
る
。
残
り
の

日
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
が
洗
い
物
を
す
る
。
裁
判
官

な
の
で
、
政
府
か
ら
何
人
か
の
件

f
パ
ン
ト
を
雇
う

費
用
が
支
給
さ
れ
る
そ
う
だ
。

こ
の
知
人
の
家
の
サ
l
パ
ン
ト
は
勤
務
年
数
が
長

い
。
コ
ッ
ク
は
二
十
年
l
三
十
年
、
ド
l
ビ
l
は
三

十
年
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
は
十
七
年
、
マ
リ
1
は
十

年
、
ス
ィ
l
パ
l
は
十
年
、
便
所
専
門
の
ス
ィ
l
パ
ー

も
十
年
に
な
る
と
い
う
。
コ
ッ
ク
は
田
舎
に
妻
子
を

ざ
ま
な
数
の
使
用
人
の
草
券
信
り
て
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
も
夫
に
伴
っ
て
き
た
こ

と
の
あ
る
教
授
夫
人
が
、
「
い
ろ
い
ろ
世
界
を
見
て

き
た
け
れ
ど
、
私
が
思
う
に
、
イ
ン
ド
の
主
婦
が
一

番
幸
せ
だ
」
と
い
う
の
も
、
彼
女
が
家
事
か
ち
ま
っ

た
く
解
放
さ
れ
て
仕
車
が
で
き
る
こ
と
が
含
ま
れ
て

い
る
。
(
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
の
夫
が
午
後
の
五
時
以

降
は
家
に
い
る
こ
と
や
、
出
か
け
る
に
し
て
も
、
妻

と
一
緒
と
い
う
£
つ
な
こ
と
も
よ
げ
ら
れ
る
と
思
う

が
)
。

救われない下層の人びと

三
人
の
問
題
提
起
に
、
会
場

も
三
様
に
分
か
れ
た
。
が
、

遭

う
意
見
を
非
難
す
る
の
で
は
な

く
、
民
間
募
金
の
金
が
動
き
始

め
る
前
に
市
民
と
し
て
の
共
通

認
識
を
持
っ
と
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
か
ー
ー
と
い
う
の
が

主
催
者
側
の
考
え
。
簡
単
に
結

論
が
出
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

う
し
た
集
会
を
繰
り
返
す
乙
と

が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
八
日
、
与
党
三
党

は
、
国
民
募
金
基
金
方
式
の
採

用
で
一
致
し
た
と
い
う
。
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。

)

大

阪

府
の
女
性
総

¥
ぽ
一
合
セ
ン
タ
ー
・
ド
l

て
よ

一
ン
セ
ン
タ
ー
を
見

/
わ
¥
た
。
女
性
セ
ン
タ
ー

く
は
全
国
各
地
至
る
と

と
ろ
に
で
き
、
国
立
婦
人
教
育

会
館
や
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン
の
こ
ろ
の
感
激
は

な
い
の
だ
が
、
便
利
な
場
所
、

広
さ
、
愚
新
の
設
備
に
、
女
性

セ
ン
タ
ー
も
こ
乙
ま
で
来
た
か

と
感
心
し
た
V
と
こ
ろ
で
、
そ

の
あ
と
、
大
阪
で
二
二
ニ
の
男

性
に
会
っ
た
が
、
ド
l
ン
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
を
全
く
知
ら
ず

「
ハ
ァ
、
そ
う
で
す
か
」
「
そ

う
い
え
ば
伺
か
聞
い
た
乙
と
が

あ
り
ま
し
た
な
ァ
」
と
い
っ
た

反
応
だ
っ
た
の
に
は
少
々
驚
い

た
。
新
し
い
ビ
ル
が
あ
ち
ろ
に

も
と
ち
ら
に
も
で
き
る
ご
時

現
、
女
性
の
セ
ン
タ
ー
の
一
つ

く
ら
い
で
き
て
も
男
性
の
関
心

も
よ
ば
な
い
の
か
?
V
大
阪
の

男
性
が
特
に
女
の
と
と
に
う
と

い
と
い
う
わ
り
で
は
な
い
。
私

た
ち
の
聞
で
ρ
江
の
島
で
H

と

い
え
ば
神
奈
川
県
立
か
な
が
わ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
乙
と
。
と
と

ろ
が
そ
の
つ
も
り
で
、
男
性
に

そ
の
日
は
江
の
島
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ち
な
い
か
ら
・
・
・
と
何
気

な
く
話
し
た
の
だ
が
、
後
で
、

彼
が
、
な
ん
で
私
が
季
節
外
れ

の
リ
ブ
ー
ト
地
に
行
く
の
か
、

理
解
に
苦
し
ん
で
い
た
と
と
を

知
り
、
乙
ん
ど
は
乙
ち
ら
が
唖

然
と
し
た
V
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
世
界
に
い
る
人
と
話
し
て
い

て
も
、
女
性
の
学
者
や
評
論
家

の
名
を
知
ら
な
い
こ
と
f
マ
ス

コ
ミ
に
よ
く
登
場
す
る
ホ
ン
の

少
数
の
女
性
の
名
し
か
知
ち

ず
、
「
女
性
の
人
材
は
少
い
」

と
う
そ
ぶ
い
た
り
す
る
V
情
報

の
時
代
、
な
ど
と
い
う
け
れ
ど
、

男
性
と
女
性
と
で
は
持
つ
情
報

が
、
あ
ま
り
に
も
ち
が
い
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し

ま
う
。
結
局
は
マ
ス
コ
ミ
の
情

報
が
あ
ま
り
に
も
男
中
心
、
と

い
う
乙
と
だ
が
・:
V
「
与
党
・

従
軍
慰
安
婦
問
題
等
小
委
員

会
」
は
、
毘
間
募
金
で
と
の
問

題
を
解
決
す
る
件
に
つ
き
十
一

月
八
日
、
四
人
の
有
観
者
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が
、
女

性
が
よ
坂
冬
子
さ
ん
一
人
だ
っ

た
の
に
は
驚
い
た
。
彼
女
は
こ

の
問
題
で
は
多
く
の
女
性
た
ち

の
心
を
逆
な
で
す
る
発
言
を
し

た
。
男
性
委
員
た
ち
の
ρ
情
報

不
足
0
・H

と
片
付
り
る
に
は
乙

と
が
大
き
す
ぎ
る
。

イ
ン
ド
の
よ
流
階
級
で
は
主
に
下
の
カ
l
ス
ト
の

使
用
人
影
淳
、
れ
ぞ
れ
分
業
で
雇
っ
て
い
る
。ベ
ア
ラ

l
(
給
仕
)
、
コ
ッ
ク
(
料
理
人
)
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

チ
ョ
キ
ダ
l
ル
(
門
番
)
、
ア
l
ヤ
(
子
守
り
)
、

マリ
l
(庭
師
)
、
ド
l
ビ
l
(洗
溜
人
)
、
部
屋

専
門
の
ス
ィ
l
パ
l
(掃
除
人
)
、
便
所
専
門
の
ス
ィ

l
パ
!
と
い
っ
た
具
合
だ
。

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る

l
l

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州

龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。

思

う

」

と

。

な

い

の

か

?

そ

れ

は

今

ま

で

の

「

反

省

の

気

持

ち

の

み

で

慢

外

交

路

線

を

尊

重

し

す

ぎ

る

か

略

の

歴

史

、

原

因

に

対

す

る

真

ち

だ

。

そ

の

延

長

線

上

で

は

、

相

究

明

の

姿

興

の

な

い

村

山

殻

ど

ん

な

に

味

付

り

を

変

え

て

も

話
は
、ほ

と

ん

ど

評

価

し

な

い

」

個

人

補

償

は

出

て

来

な

い

。
欠

と
い
う
の
は
鈴
木
さ
ん
。
さ

ち

陥

に

気

づ

い

た

今

、

で

は

ど

う

に

加

害

者

責

任

間

醐

の

不

明

確

す

る

の

か

と

い

う

大

き

窪

決

断

さ

を

指

摘

。

を

迫

ら

れ

て

い

る

の

に

、

ぞ

れ

い
が
、
実
質
的
に
個
人
支
援
の
「
グ
慰
安
婦
H

加
害
は
、
女

ん

を
認
め
ょ
う
と
し
な
い
。

「臼

道
を
引
き
出
し
た
こ
と
で
評
性
の
性
的
人
権
に
対
す
る
犯
罪

さ

-
本
は
問
題
解
決
の
絶
好
の
チ
ャ

奨

i

価

、

前

進

と

見

る

と

い

う

和

田

だ

。

レ

イ

ブ

そ

の

も

の

。

そ

し

新

ン

ス

を

自

ら

に

逃

が

す

こ

と

に

さ

ん

。

「

国

会

が

侵

略

的

行

為

、

て

、

皇

軍

に

よ

る

組

織

的

、

国

木

な

る

」

と

い

う

。

植

民

支

回

の

反

省

の

文

言

を

入

家

的

な

戦

争

犯

罪

で

あ

る

と

と

和

国

春

樹

鈴

「

政

府

と

国

民

の

共

同

募

金

っ
た
と
説
明
し
、
問
題
提
起
に
れ
た
酎
罪
決
識
を
し
、
首
相
が
の
都
臓
が
ま
る
で
な
い
」
と

0
5
3時
国

の

や

り

方

は

、

国

家

と

国

民

の

移

る

。

被

害

者

の

一

人

ひ

と

り

に

謝

罪

外

務

省

が

個

人

重

量

み

明

間

警

察

に

す

る

危

険

性

が

日

本

政

府

・

外

務

省

は

、

サ

文

を

出

す

。

償

い

の

印

と

し

て

続

け

る

の

は

、

二

国

間

条

約

だ

カ

あ

る

。

資

金

は

有

志

の

寄

付

で

右

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

購

和

条

約

に

お

金

を

払

う

。

資

金

は

国

と

、

け

で

な

く

、

も

っ

と

根

源

的

な

{

木

裕

子

は

な

く

国

民

全

員

が

負

担

を

す

よ
っ
て
、
二
国
間
条
約
あ
る
い
国
民
も
加
害
国
の
国
民
と
し
て
も
の
ー
l
沖

縄

を

犠

牲

に

築

き

佳

史

研

究

ち

る

税

金

を

当

て

る

べ

き

」

は

協

定

に

よ

っ

て

戦

後

処

理

問

募

金

に

参

加

す

る

。

特

に

責

任

上

げ

た

経

済

反

映

、

戦

後

体

制

国

民

全

買

か

負

担

す

る

と

と

題

は

解

決

済

み

と

個

人

補

償

を

あ

る

地

位

に

い

る

人

は

収

入

の

の

洗

い

直

し

を

さ

れ

る

の

を

国

で

、

同

じ

過

ち

を

二

度

と

繰

り

拒

否

し

続

け

た

。

村

山

談

話

は

何

物

と

決

め

て

出

す

。

政

府

と

の

支

配

層

が

恐

れ

て

い

る

の

が

返

さ

な

い

と

い

う

監

視

の

自

が

「
個
人
補
償
」
の
名
目
で
は
な
民
間
共
同
の
理
想
的
な
形
だ
と
本
音
で
は
な
い
か
と
も
。

も

に

t

強
く
な
る
と
。

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
M
M
H
H
H
M
M
M
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H川
川
川
川
川
四
四
川
川
川

リ
l
、
一
一
一
階
川
事
務
室
、
カ
ウ
等
で
手
が
汚
れ
た
と
き
な
ど
便

川
川
噌
剛
淵
訓
州
叫
叫
叫
剛
酬
明
酬
明
耐
訓
馴
川
淵
劃
叫
叫
畑
剛
叫
耐
脚
馴
酬
馴
馴
州
川
棚
側
剛
山
川
酬
酬
明
州
棚
醐
訓
酬
訓
川

ン
セ
リ
ン
グ
ル
l
ム
、
四
、
五
利
ぞ
う
。

山
凶
f
F
U山
町
四

e
町
駅

mm-E咽
ι抑
制

ぬ

剛

山

語

以

附

階
H
会
識
室
、
調
理
室
、
視
聴
印
刷
宰
を
つ
く
り
、
市
民
に

山
山
間
山

wvd幽

ι
ν
h
F
E血
『
L
m
U
49副
司

h
副
品
刻
バ

r
h叩
P
』
・
由

s
'
E
m叫
剛
山
刊

U
F
4却
相
川
四
川
四
岨

=
'
d幽
・
・
同
川
川

酬
酬
附

wmm脚
肌

鵬

鵬

鵬

附

刷

世

嗣

鵬

川

剛

山

川

酬

附

剛

附

川

畑

酬

酬

脳

刷

川

川

刷

覚
室
等
、
七
l
十
階
日
ホ
l
ル
解
放
す
る
の
は
ど
乙
の
セ
ン
タ

ー

山

1
1
M
W
H
E
E
l
-
-
1
1
1
1
1
1
t
mi

l

l

i

l

i

-

-

l

(

五
百
席
)
。

ー
や
会
館
で
も
や
っ
て
い
る
己

主
兎
」
、
、
主
兎
C
H
1
〉

も

屯

量

目

弓

・
を
得
て
計
画
を
進
め
て
き
た
だ
会
議
室
や
セ
ミ
ナ
ー
室
に
ビ
と
で
珍
し
く
な
い
が
、
普
通
は

E
珂
」
ノ

E
耳
車
場

U
ヨ
R
E個
別

寸

け

に

、

愚

新

の

設

備

と

と

も

に

、

デ

オ

プ

ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ス
ラ
印
刷
機
や
コ
ピ
ー
や
機
械
だ
り

;
i
i
i
}

o

f

v

間
々
ま
で
細
か
い
配
慮
が
ほ
ど
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
愚
の
小
部
屋
。
ド
l
ン
セ
ン
タ
ー

ド

!

ン

と

浪

花

女

の

象

閣

と

さ

れ

て

い

る

。
新
の
設
備
の
ほ
か
、
使
う
人
の
の
は
大
き
な
部
屋
の
一
隅
に
機

、
.
-

，

-

-

e
11

;

地
下
一
階
日
温
水
プ
l
ル
や
身
に
な
っ
た
細
や
か
な
心
づ
か
械
が
あ
り
、
大
き
な
テ
ー
ブ
ル

大
阪
府
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
り
が
進
め
ち
れ
て
い
る
が
、
ド
に
却
え
、
地
上
十
階
地
下
一
階
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
な
ど
い
が
目
立
つ
。た
と
え
ば
、
ホ
ー
や
椅
子
が
お
い
で
あ
る
。
印
刷

l
Hド
l
ン
セ
ン
タ
ー
H
が
完

1
ン
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
の
ど
真
延
床
面
積
一
万
二
千
七
百
六
十
が
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ロ
ア
、
ル
に
は
親
子
室
づ
き
。
コ
ン
サ
し
な
が
ら
、
ぺ

l
ツ
を
そ
ろ
『
え

成
し
た
(
日

・
日
オ
ー
プ
ン
)
。
ん
中
(
京
阪
、
地
下
鉄
天
満
橋
平
方
M
と
い
う
、
地
方
自
治
体
一
階
H
ロ
ビ
1
、
九
面
の
マ
ル

l
ト
な
ど
子
づ
れ
で
は
気
が
ひ
た
り
、
ホ
チ
キ
ス
で
と
め
た
り

各
地
で
女
性
の
セ
ン
タ
ー
づ
く
駅
か
ろ
五
分
)
と
い
う
地
の
利
の
女
性
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
最
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
備
え
た
二
百
七
け
る
が
、
安
心
し
て
み
ら
れ
る
の
作
業
が
ゆ
っ
た
り
で
き
る
し

調

M

s

y

p

ヂ
一
割
軒
勝
也
臨
大
の
規
模
二
九
八
六
年
か
ら
十
早
方
M
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
別
空
間
。
会
議
室
は
洗
面
台
の
く
み
。
手
が
汚
れ
た
ら
・:
:
・洗

L
ぷ

翠

マ

ギ

Jρ

ι
E
E脳
会
に
わ
た
り
、
市
民
の
参
画
ス
ペ
ー
ス
、
二
階
H
ラ
イ
ブ
ラ

入
っ
て
い
る
室
が
多
く
、
作
業
面
台
室
内
に
あ
る
。
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「
一
死
従
軍
慰
安
婦
」
補
償

新
美
さ
ん
は
、
村
山
談
話
の

問
題
点
は
グ
個
人
μ

が
按
貯
落

ち
て
い
る
と
と
。
個
人
に
対
す

る
具
体
策
が
な
い
政
府
決
議
は

何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。

な
ぜ
個
人
の
問
題
が
出
て
来

インド=⑮

)
 
-(
 

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧

1994年 11月 20日

，-J説話濯§

民
間
基
金
構
想
に
賛
否
両
論

こ
の
八
月
、
政
府
は
村
山
首
相
談
話
と
い
う
形
で
戦
後
五
十
年
・
戦
後
処
理
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
身

は
「
平
和
交
流
計
画
」
が
中
心
。
「
元
・
従
軍
慰
安
婦
」
に
対
し
て
は
、
政
府
補
償
は
避
り
、
民
間
基
金
に
よ
る
「
見
舞
金
」

構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
「
一
歩
前
進
」
「
根
本
的
解
決
に
な
ら
な
い
」
と
の
意
見
に
、
見
方
は
別
れ
た
。
し
か
し
、

解
決
を
望
む
気
持
ち
は
同
じ
。
前
進
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述
べ
、
理
解
し
合
お
う
-
と
い
う
集
ま
り
が
、
東
京
で
開
か

れ
た
。賛
成
も
反
対
も
集
ま
り
語
ろ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
の
立
場
か

ら
の
考
え
や
意
見
を
出
し
合

い
、
日
本
が
ど
う
い
う
進
路
を

取
る
の
が
最
普
の
道
を
探
ろ
う

と
、
国
会
決
議
を
求
め
る
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
『
こ
の
ま
ま

で
、
日
本
は
幻
世
紀
の
開
を
開

け
ら
れ
る
の
か

fm-国
討
論

会
「
戦
後
日
年
と
国
会
決
議
」

.・
・
「
村
山
談
話
を
考
え
る
』
(
於

・
総
評
会
館
)
は
、
従
軍
慰
安

婦
問
題
、
在
サ
ハ
リ
ン
「
韓
国

企
永
住
帰
国
問
題
、
台
湾
住

民
の
確
定
債
務
問
題
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
戦
後
処
理
問
題
に
か
か

わ
る
運
動
を
し
て
い
る
人
や
個

人
的
に
関
心
を
持
つ
人
達
で
満

席
と
な
っ
た
。

討
論
会
は
鈴
木
裕
子
(
女
性

史
研
究
家
)
、
新
美
隆
(
弁
護
問
題
は
人
聞
が
人
聞
に
加
え
た

土
)
、
和
田
春
樹
(
東
大
教
授
最
も
醜
悪
な
犯
罪
。
二
度
と
繰

/
園
会
決
議
を
求
め
る
会
)
さ
り
、
空
C
な
い
よ
う
歴
史
的
教
劃

ん
が
問
題
提
起
し
、
参
加
者
と
を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
害

討
論
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
者
で
あ
る
国
家
は
国
際
社
会
に

た

。

お

い

て

責

任

を

取

る

こ

と

。

被

和
田
さ
ん
は
、
ま
ず
、
こ
の
害
者
は
名
誉
回
復
。
日
本
政
府

討
論
会
を
聞
く
き
っ
か
り
に
つ
が
謝
罪
の
な
い
金
を
出
す
と
と

い

て

語

る

。

は

被

害

者

に

と

っ

て

は

二

重

の

九
月
に
来
日
し
た
韓
国
挺
身
囲
辱
だ
。
日
本
帝
国
主
義
の
い

隊
問
題
対
策
協
議
会
の
コ
元
従
わ
ぱ
被
害
者
で
も
あ
る
国
民
が

軍
霊

Z
F
や
支
援
す
る
人
に
国
家
に
代
わ
っ
て
責
任
を
取
る

会
っ
た
。
彼
女
ら
は
政
府
の
民
必
要
は
な
く
、
民
主
国
家
の
国

間
募
金
構
想
に
賛
成
し
て
い
る
毘
の
義
務
は
国
家
の
間
違
い
を

和
田
さ
ん
に
「
先
生
の
意
見
は
正
す
と
と
だ
」
と
訴
え
た
。
そ

政
治
家
な
ら
分
か
る
が
、
私
た
の
と
き
和
田
さ
ん
は
、
乙
の
間

ち
は
社
会
運
動
を
す
る
も
の
と
題
を
考
え
て
き
た
日
本
人
の
人

し
て
、
原
則
的
な
立
場
に
立
つ
」
と
意
見
交
換
す
る
必
要
が
あ
る

と
抗
議
。
そ
し
て
、
「
慰
安
婦
と
痛
感
し
、
今
の
討
論
会
に
な

a人
間

バ

互
を
ト
イ
レ
掃
除
で
終
む
や
女
性
(筆
者
撮
影
)

た
と
-
え
ば
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
を
し
て
い
る
知

人
の
家
は
四
人
家
族
で
、コ
ッ
ク
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ

ー
、
ド
l
ビ
i
、
マ
リ
l
、
ス
ィ
l
パ
1
で
合
計
五

人
の
使
用
人
を
雇
っ
て
い
る
。
コ
ッ
ク
と
ハ
ウ
ス
キ

ー
パ
ー
は
常
時
家
に
い
て
、
住
み
込
み
で
働
い
て
い

J 

衆院綴員会館前で抗識のハンス卜をするミ元慰安婦ミたちは月29日

残
し
て
き
で
お
り
年
に
一
回
か
二
回
帰
る
そ
う
だ
。

大
学
の
教
師
の
家
で
も
使
用
人
の
獲
を
見
か
け

る
。
イ
ン
ド
で
女
性
は
結
婚
を
し
て
子
ど
も
が
い
て

一
人
前
の
女
性
と
し
て
尊
敬
を
集
め
る
。
ま
ず
は
結

婚
だ
。
そ
の
た
め
結
婚
し
て
い
る
学
生
も
少
な
く
な

い
。
女
性
の
教
師
も
ほ
と
ん
ど
が
既
婚
者
だ
。
し
か

し
、
家
事
に
煩
わ
さ
れ
な
い
で
、
研
究
に
没
頭
で
き

る
環
境
に
あ
る
。
ト
疏
階
級
、
中
流
上
珊
階
級
、
中

流
階
級
、
中
流
下
層
階
級
と
そ
れ
ぞ
れ
家
で
、
さ
ま

家
事
関
係
ナ
シ
，
J

「
幸
せ
」
な
上
流
階
級
の
主
婦

る
。
マ
リ
!
と
ス
ィ
l
パ
l
は
毎
日
や
っ
て
来
る
。

ド
!
ビ
1
は
一
週
間
に
一
度
や
っ
て
来
る
。
残
り
の

日
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
が
洗
い
物
を
す
る
。
裁
判
官

な
の
で
、
政
府
か
ら
何
人
か
の
件

f
パ
ン
ト
を
雇
う

費
用
が
支
給
さ
れ
る
そ
う
だ
。

こ
の
知
人
の
家
の
サ
l
パ
ン
ト
は
勤
務
年
数
が
長

い
。
コ
ッ
ク
は
二
十
年
l
三
十
年
、
ド
l
ビ
l
は
三

十
年
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
は
十
七
年
、
マ
リ
1
は
十

年
、
ス
ィ
l
パ
l
は
十
年
、
便
所
専
門
の
ス
ィ
l
パ
ー

も
十
年
に
な
る
と
い
う
。
コ
ッ
ク
は
田
舎
に
妻
子
を

ざ
ま
な
数
の
使
用
人
の
草
券
信
り
て
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
も
夫
に
伴
っ
て
き
た
こ

と
の
あ
る
教
授
夫
人
が
、
「
い
ろ
い
ろ
世
界
を
見
て

き
た
け
れ
ど
、
私
が
思
う
に
、
イ
ン
ド
の
主
婦
が
一

番
幸
せ
だ
」
と
い
う
の
も
、
彼
女
が
家
事
か
ち
ま
っ

た
く
解
放
さ
れ
て
仕
車
が
で
き
る
こ
と
が
含
ま
れ
て

い
る
。
(
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
の
夫
が
午
後
の
五
時
以

降
は
家
に
い
る
こ
と
や
、
出
か
け
る
に
し
て
も
、
妻

と
一
緒
と
い
う
£
つ
な
こ
と
も
よ
げ
ら
れ
る
と
思
う

が
)
。

救われない下層の人びと

三
人
の
問
題
提
起
に
、
会
場

も
三
様
に
分
か
れ
た
。
が
、

遭

う
意
見
を
非
難
す
る
の
で
は
な

く
、
民
間
募
金
の
金
が
動
き
始

め
る
前
に
市
民
と
し
て
の
共
通

認
識
を
持
っ
と
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
か
ー
ー
と
い
う
の
が

主
催
者
側
の
考
え
。
簡
単
に
結

論
が
出
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

う
し
た
集
会
を
繰
り
返
す
乙
と

が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
八
日
、
与
党
三
党

は
、
国
民
募
金
基
金
方
式
の
採

用
で
一
致
し
た
と
い
う
。
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。

)

大

阪

府
の
女
性
総

¥
ぽ
一
合
セ
ン
タ
ー
・
ド
l

て
よ

一
ン
セ
ン
タ
ー
を
見

/
わ
¥
た
。
女
性
セ
ン
タ
ー

く
は
全
国
各
地
至
る
と

と
ろ
に
で
き
、
国
立
婦
人
教
育

会
館
や
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン
の
こ
ろ
の
感
激
は

な
い
の
だ
が
、
便
利
な
場
所
、

広
さ
、
愚
新
の
設
備
に
、
女
性

セ
ン
タ
ー
も
こ
乙
ま
で
来
た
か

と
感
心
し
た
V
と
こ
ろ
で
、
そ

の
あ
と
、
大
阪
で
二
二
ニ
の
男

性
に
会
っ
た
が
、
ド
l
ン
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
を
全
く
知
ら
ず

「
ハ
ァ
、
そ
う
で
す
か
」
「
そ

う
い
え
ば
伺
か
聞
い
た
乙
と
が

あ
り
ま
し
た
な
ァ
」
と
い
っ
た

反
応
だ
っ
た
の
に
は
少
々
驚
い

た
。
新
し
い
ビ
ル
が
あ
ち
ろ
に

も
と
ち
ら
に
も
で
き
る
ご
時

現
、
女
性
の
セ
ン
タ
ー
の
一
つ

く
ら
い
で
き
て
も
男
性
の
関
心

も
よ
ば
な
い
の
か
?
V
大
阪
の

男
性
が
特
に
女
の
と
と
に
う
と

い
と
い
う
わ
り
で
は
な
い
。
私

た
ち
の
聞
で
ρ
江
の
島
で
H

と

い
え
ば
神
奈
川
県
立
か
な
が
わ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
乙
と
。
と
と

ろ
が
そ
の
つ
も
り
で
、
男
性
に

そ
の
日
は
江
の
島
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ち
な
い
か
ら
・
・
・
と
何
気

な
く
話
し
た
の
だ
が
、
後
で
、

彼
が
、
な
ん
で
私
が
季
節
外
れ

の
リ
ブ
ー
ト
地
に
行
く
の
か
、

理
解
に
苦
し
ん
で
い
た
と
と
を

知
り
、
乙
ん
ど
は
乙
ち
ら
が
唖

然
と
し
た
V
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
世
界
に
い
る
人
と
話
し
て
い

て
も
、
女
性
の
学
者
や
評
論
家

の
名
を
知
ら
な
い
こ
と
f
マ
ス

コ
ミ
に
よ
く
登
場
す
る
ホ
ン
の

少
数
の
女
性
の
名
し
か
知
ち

ず
、
「
女
性
の
人
材
は
少
い
」

と
う
そ
ぶ
い
た
り
す
る
V
情
報

の
時
代
、
な
ど
と
い
う
け
れ
ど
、

男
性
と
女
性
と
で
は
持
つ
情
報

が
、
あ
ま
り
に
も
ち
が
い
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し

ま
う
。
結
局
は
マ
ス
コ
ミ
の
情

報
が
あ
ま
り
に
も
男
中
心
、
と

い
う
乙
と
だ
が
・:
V
「
与
党
・

従
軍
慰
安
婦
問
題
等
小
委
員

会
」
は
、
毘
間
募
金
で
と
の
問

題
を
解
決
す
る
件
に
つ
き
十
一

月
八
日
、
四
人
の
有
観
者
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が
、
女

性
が
よ
坂
冬
子
さ
ん
一
人
だ
っ

た
の
に
は
驚
い
た
。
彼
女
は
こ

の
問
題
で
は
多
く
の
女
性
た
ち

の
心
を
逆
な
で
す
る
発
言
を
し

た
。
男
性
委
員
た
ち
の
ρ
情
報

不
足
0
・H

と
片
付
り
る
に
は
乙

と
が
大
き
す
ぎ
る
。

イ
ン
ド
の
よ
流
階
級
で
は
主
に
下
の
カ
l
ス
ト
の

使
用
人
影
淳
、
れ
ぞ
れ
分
業
で
雇
っ
て
い
る
。ベ
ア
ラ

l
(
給
仕
)
、
コ
ッ
ク
(
料
理
人
)
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

チ
ョ
キ
ダ
l
ル
(
門
番
)
、
ア
l
ヤ
(
子
守
り
)
、

マリ
l
(庭
師
)
、
ド
l
ビ
l
(洗
溜
人
)
、
部
屋

専
門
の
ス
ィ
l
パ
l
(掃
除
人
)
、
便
所
専
門
の
ス
ィ

l
パ
!
と
い
っ
た
具
合
だ
。

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る

l
l

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州

龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。
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|21世紀・日本・女l

〈日曜日〉

各
界
で
一
活
画
す
る
女
性
た
ち

が
、
情
報
を
分
か
ち
あ
い
励
ま

し
あ
い
、
勉
強
し
あ
お
、
マ
4
リ

ー
ダ
ー
シ
y
プ
l
l
l」
と
い

う
会
が
結
成
さ
れ
、
発
足
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
一
月
一
日

夜
行
わ
れ
た
(
於
・
経
団
連
会

館
)
。女
性
の
こ
の
趨
の
グ
ル
ー

プ
が
日
本
に
な
い
た
め
か
、
参

加
申
込
み
が
相
つ
ぎ
、
約
二
百

人
断
わ
っ
た
が
、
五
百
人
の
参

加
者
で
会
場
は
一
ぱ
い
だ
っ

た。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「リ
ー
ダ

ー
シ
ジ
プ
へ
の
挑
戦
|
|
創
世

紀
、
日
本
、
女
」
と
題
し
尾
原

容
子
(
欄
旭
化
成
取
締
役
)
、

還
山
敏
子
(
文
化
庁
長
官
)
、

米
沢
富
美
子
(
慶
大
一
理
工
学
部

教
授
)
、
幸
田
シ
ャ
l
ミ
ン
(ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
〕
さ
ん
軒
昂
ハ
ネ

υス
ト
に
、
下
村
精
子
さ
ん
(
朝

日
新
聞
編
集
蚕
員
)
、
醤
原
真

理
子
さ
ん
(
総
理
府
勇
女
共
同

参
画
室
長
)
の
司
会
で
行
わ
れ

た
。
全
員
「
リ
ー
ダ
ー
シ
y
プ

1994年 11月 20日安売~ ./'、議斤匹宵国~ (堕3種郵慣物飽可}第 1081苦1号第 10(第3種郵便物甥可)

新
し
い
価
値
観
つ
く
る
と
き

女
性
の
地
位
低
い
国
連

国
連
に
お
け
る
女
性
差
別
解
エ
リ
カ
・
イ
レ
l
ヌ
・
デ
ィ
l

消
の
た
め
、
多
く
の
麟
輸
が
な
は
い
う
。

さ
れ
、
黙
心
に
努
力
さ
れ
て
き
さ
ら
に
、
就
職
、
能
力
開
発
、

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
職
現
場
、
家
族
、
苦
情
処
理
シ
ス

買
の
地
位
向
上
は
実
現
し
て
い
テ
ム
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
昇

な
い
と
す
る
調
査
が
こ
の
ほ
ど
進
を
阻
む
障
害
に
つ
い
て
、
数

発
表
さ
れ
た
。
多
く
の
蟻
輸
が
な
さ
れ
た
が
、

調
査
し
た
の
は
、
国
連
財
政
い
っ
こ
う
に
改
善
さ
れ
な
か
っ

監
視
組
織
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
イ
ン
た
。

ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
「
女
性
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず

(J
I
U
)
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
事
務
局
に
働
く
女

性
に
つ
い
て
、
引
4

ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
男
女
平
等
が
、
国
連
発

足
当
初
か
ち
の
未
だ
運
蔵
さ
れ

な
い
制
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
現

状
を
駒
ち
か
に
し
て
い
る
。

ω年
に
お
よ
ぶ
事
務
局
勤
務

の
女
性
の
地
位
向
上
の
実
施
計

画
は
、
な
ん
ら
効
を
奏
さ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
針
画
が
女
性

の
噂
門
職
の
数
を
ふ
や
す
と
と

だ
げ
に
集
中
し
て
い
て
、
そ
の

職
業
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

条
件
整
備
を
欠
い
て
い
た
か
ら

で
あ
る
と
、
調
査
に
あ
た
っ
た

1
1
1
」
の
メ
ン
バ
ー。

ま
ず
下
村
さ
ん
か
色
、
「
い

ま
世
界
は
一
大
転
換
期
。
既
成

の
価
値
観
は
崩
れ
て
い
る
の
に

対
し
新
し
い
価
値
観
が
見
え
て

こ
な
い
。
今
ま
で
リ
ー
ダ
ー
に

参
画
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ

た
女
性
た
ち
が
、
い
ま
、
伺
か

考
え
た
い
」
と
シ
ン
ポ
ヅ
ウ
ム

の
趣
旨
を
説
明
。

尾
原
さ
ん
は
、
「
自
分
が
旭

化
成
に
入
っ
た
乙
ろ
、
企
業
の

女
性
は
少
く
ホ
ン
の
Jジ
レ
の
先

踏
女
性
た
ち
は
男
言
葉
で
仕
事

を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
自

分
は
専
門
的
な
仕
事
を
選
ん

だ
」
と
、
日
本
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ピ
ジ
永
ス
の
概
4

家
宅
っ
ち
た

て
る
仕
事
を
す
る
に
至
っ
た

グ道
d

を
紹
介
。
「
今
、
官
僚

的
組
織
体
制
、
管
理
体
制
は
崩

れ
て
い
る
。
も
の
を
使
う
立
場

が
宙
現
さ
れ
、
女
性
的
生
活
実

感
の
あ
る
人
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
創
造
的
毒
禄
な
発
想
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
企
業

りが輝くホームを

創
造
的
多
様
な
発
想
を
/

「今こそ宜性1J'リーダーシップを」と活発な酎論

1人ひと

|かながわ・女のスペース“みずら

を
さ
れ
る
性
別
役
割
の
中
で
自

己
実
一
揖
す
る
ま
乏
古
い
パ
タ

ー
ン
は
合
わ
な
い
。
自
分
た
ち

の
た
め
の
運
動
を
や
ろ
う
、
そ

の
た
め
に
は
、
お
金
も
時
間
も

出
そ
う
」
「
展
望
を
開
く
た
め

に
は
、
八
時
閣
の
職
場
の
中
の

労
働
相
談
だ
け
で
な
く
、
一
生

わ
け
で
も
な
く
、

一年
に
一回

開
か
れ
る
総
会
で
は
、
予
算
・

決
算
墾
口
と
年
間
の
ザ
っ
と
し

た
計
画
が
出
さ
れ
る
だ
け
。
実

に
緩
や
か
な
女
た
ち
の
連
帯
な

の
だ
が
、
ま
と
ま
っ
て
活
動
が

続
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
根
底

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
フ
ェ
ミ

う
に
も
な
っ
た
が
、
運
営
費
は
、

殆
主
蚕
と
カ
ン
パ
。
助
成
金

の
申
精
も
寸
る
が
、
財
政
は
厳

も
ら
っ
て
い
る
年
金
が
少
な
い
と

みんなのページです。冨いたいことや、知らせたい

ことが島ったら、どんどん控稿して下さい固

電話 03(3343)1846
編集部|
FAXω(3348)1890 

軽
費
老
人
ホ
l
ム
も
入
れ
な
い
旧
日

れ
た
的
名
の
職
員
の
宅

2
D、
女

性
は
わ
ず
か
2
名
で
あ
る
。

ω

年
か
色
弱
年
に
は
、
わ
ず
か
に

改
曽
さ
れ
、
回
名
中

ω名
で
あ

っ
た
。
平
等
に
到
達
す
る
に
は
、

あ
と
車
市
伊
か
か
る
と
、
デ
ィ

ー
は
い
、
っ
。

J
l
U
は
、
国
連
に
お
け
る

女
性
職
員
の
数
と
地
位
の
向
上

を
阻
む
も
の
は
、
旧
態
依
然
の

任
用
方
法
と
能
力
開
発
の
無
策

で
あ
る
弁
潅
摘
し
て
い
る
。
デ

ピ
ラ
ミ
ッ
い
す
の
底
辺
に
そ
の
他

大
興
と
し
て
位
置
づ

U
Dれ、

ト
ッ
プ
に
い
く
に
つ
れ
て
女
性

は
姿
宇
泊
す
」
と
調
査
は
述
べ

て
い
る
。
釘
年
に
は
政
策
担
当

職
白
白
必
を
女
性
に
、
と
い
う

目
僚
は
、
日
必
に
と
ど
ま
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。
新
規
に
高
位
に

採
用
さ
れ
る
の
は
、
圧
倒
的
に

男
性
ば
か
り
で
あ
る
。

1
2
8年
か
ら
回
年
に
か

け
て
、
部
局
長
以
上
に
任
命
さ

ィ
ー
は
、
函
連
に
お
い
て
も
っ

と
も
遅
れ
て
い
て
不
十
分
な
も

の
は
、
差
別
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

.
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る

苦
情
を
訴
え
る
べ
き
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
い
う
。
幻
年
の
男
女

の
処
遇
の
平
等
と
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
空
る

指
針
の
発
布
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
公
証
平
一
般
住
を
問
題
と

し
て
、
国
連
が
率
先
し
て
実
施

し
て
は
い
な
い
と
い
う
。

カナタの共同
住宅モデルに

ワンウ マンショーの旗手

ボロウ、ズ九が来日
じ東京でfl)リスの足J寸
とジョイン卜公〉寅 1-.1

文
京
区
民
セ

J
I
Uは
、
国
連
が
も
し
也

界
の
指
導
者
と
し
て
の
信
頼
を

維
持
し
続
け
よ
う
と
す
る
な

ら
、
性
差
に
よ
る
不
均
衡
を
是

正
す
べ
く
断
固
た
る
手
容
を
と

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
任
用

・
人

事
部
門
を
強
化
し
、
よ
り
公
正

明
朗
な
任
周
と
処
遇
を
行
う
こ

と
、
さ
ら
に
、
各
部
局
の
ト
ッ

プ
は
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

め
の
現
行
の
政
策
に
つ
い
て
全

面
的
に
責
任
を
も
っ
ζ
と
、
を

勧
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
は
世
界
各
地
に

あ
る
国
連
組
織
全
体
に
つ
い
て

女
性
の
地
位
を
統
計
的
に
明
ら

か
に
し
、
研
修
や
出
産
休
暇
な

ど
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
具
体

策
を
示
す
よ
う
、
要
求
し
て
い

る
。
共
稼
ぎ
の
専
門
職
夫
婦
へ

の
玄
後
策
、
間
偶
者
の
雇
用
に

つ
い
て
の
陣
壁
の
廃
止
を
も
嬰

求
し
て
い
る
。

(I
N
T
E
R
P
R
E
S
S
 

S
E
R
V
I
C
E
、
J
U
L

Y
H
羽
)

五
階
建
て
で
百
一
十
五
室
に
百
三

十
人
が
入
居
し
て
い
る
。
一
階

に
は
食
室
、
美
容
室
、
図
轡
館

な
ど
も
あ
る
。
二
十
四
時
間
介

護
が
あ
り
、
看
媛
婦
な
ど
常
勤

ス
タ
y
フ
が
約
三
十
人
い
る
。

家
貨
は
七
万
円
(
食
事
別
)
だ

と
い
う
。
入
居
者
は
ハ
ウ
ス
の

運
営
や
ボ
ラ
、
J
テ
ィ
ア
で
受
付

や
事
務
な
ど
を
分
担
し
あ
う
。

同
会
は
、
乙
の
ユ
ニ
タ
リ
ア

ン
方
式
亭
革
、
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
日
本
に
合
っ

た
芸
品
を
、
理
恕
と
し
て
は

一

人
ひ
と
り
が
u
罪
の
よ
う
に

輝
き
続
ロ
ロ
れ
る
ホ
l
ム
づ
く

り
に
し
た
い
と
言
う
。

現
在
、
百
件
に
近
い
問
い
合

わ
せ
が
来
て
お
り
、
具
体
的
な

敷
地
の
話
も
前
橋
を
初
め
、
四
、

五
件
上
が
っ
て
い
る
と
一
言
う
。

入
会
希
望
、
問
い
合
わ
せ
は

干
川
東
京
都
大
田
区
山
王
四

l
十
八
l
八
閣
貴
美
子
宮

ω

・9
H
f
7ウ
f
・
円t
4
7
A
O
。

野
末
悦
子
の
|
女
性
の
一
生
と
体
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本
|

糊一
聞
掛
品
智
朗
か
ら
更
年
期
、
老
年
期
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
体
と
心
の
医
学

を
、
生
理
、
節
婦
と
性
、

un賑
・
闘
産
、
女
性
の
病
気
と
気
に
な
る
症
状
な
ど
の
側

面
か
ら
、
知
っ
て
い
れ
ば
必
す
役
に
女
つ
ζ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
詳
述
し
た

一
冊
。

V
女
性
の
体
の
仕
組
み
と
医
学

〈
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
〉

V
知
っ
て
お
き
た
い
鍋
人
科
の
症
状
と
病
気
の
す
べ
て

V
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
卵
躯
が
ん
の
早
期
発
見
の
コ

ツ
と
治
由
帽
、
定
期
績
惨
で
チ
工
ツ
ク
し
た
い
病
気

V
漢
方
で
治
す
気
に
怒
る
症
状
〈
月
経
ト
ラ
ブ
ル
・
不

定
懇
話
・
血
圧
の
不
安
定
・
骨
粗
面
相
症
〉

V
全
箇
セ
ッ
ク
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
寮
内

i
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野末儀正の好評既刊書

いい女の更年期・定即日円 4-07田H田1
一一一一一一一一ー一一ー女、40才からの伽らだとことろ

銃・いい女の誕年期・定値目O円叩田7日6.7
ホルモン補充療法白、5更年嗣うつ解消，ままで

!，(のからだBOOKe定価950同 4-07.935田I-X
←ーーティーンから更年閉までの月経トラブル田本
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女
ざ
か
り
の
g
u
y
z

ピ
ユ
よ
Z
7
&
ヘルス

一軒
骨
骨
岡
崎
県
時
間
ぬ
訟
は
閥
抗
日
二
議

町、，

監臨硲扇五輪碕

，~~明日寓個園町糧=却........ 

V
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
メ
ノ
ポ
l
ズ
(
閉
経
)の
本
当
の
話

V
実
行
し
た
人
だ
け
得

〈
ち

を
す
る
f
「
口
コ
ミ
鍵
容
港
、
健
康
渚
」
"
留
守
瓜
ア
カ
ス
リ
ノ
ゴ
マ
化
華
全
/-
5
ジ
ン
・
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
汁
/
術
コ
マ
だ
ん
ご

V
高
橋
佳
代
子
が
へ
ア
メ
イ
ク
で
変
身
f

V
総
岡
き
っ
と

秘
伝
の
寝
パ
ッ
ク

V
沼
田
を
よ
み
の
自
京
剛
宍
野
繋
ス

I
ブ
φ

で
体
力
ア
ッ
プ

マ
蝉
餐
補
助
食
品
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
は
元
気
骨
察
/湾
毛
、
白
星
に
こ
由
一
滴
/中
年
に
怒
る
と
‘
な
ザ
太
る

のつ
♂/ウ
ィ
ッ
7
は
、
つ
廿
て
が
-b
カ
ッ
ト
，
/女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
聾
遣
で
苦
さ
と
翼
行
を
t

IHのおいしさに近づいた
マイコン「まる釜Jタイプ

ロ冨TII:iER

‘ヒ"

女を、微妙にする香り
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からよみがえった沙:flIEの荷り‘SASO

心を衡妙にゆらす神絡的な丹句の}J

8ml 5，900円パルプァム 20ml I L900f'1 

川

ぞ

れ

ど

こ

ろ

じ

ゃ

な

い

」

な

ん

川

て
思
っ
て
い
る
と
、
老
後
は
一
剛

山

番

ヒ

ド

イ

自

に

あ

っ

て

し

ま

川

。

川

川

唱

つ

川

川

と

り

あ

え

ず

、

厚

生

、

共

済

州

酬

な

ど

の

年

金

に

入

っ

て

な

い

人

剛

山
中
昔
話
、
杉
並
区
に
あ
る
う
。
家
屋
資
産
を
持
っ
て
い
て
公
的
年
金
を
か
け
て
お
争
豹
は
必
ず
国
民
年
金
に
入
る
つ
。
川

川
日
軽
費
老
人
ホ
1
ム
(
戦
前
か
も
ダ
メ
と
い
わ
れ
た
。

閉

山
万
円
建
度
の
生
命
保
険

C
年
お
年
間
掛
貯
金
#
忍
わ
な
け
れ
川

川
ろ
あ
る
有
差
ホ
l
ム
。
福
祉
百
万
円
と
い
う
と
国
民
年
金
金
収
入
だ
り
。
ば
受
給
資
格
が
で
き
な
い
が
、
山

川
法
人
)
に
待
っ
た
o
将
来
私
の
の
満
額
く
ち
い
の
頭
だ
。
だ
が
、
私
は
あ
せ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
金
の
な
い
人
は
免
除
申
消
し
よ
川

川
母
を
入
れ
た
い
と
思
っ
た
た
め
女
性
の
場
合
、
低
賃
金
だ
し
、
電
話
し
て
母
を
紋
属
す
る
晶
は
う
o
そ
の
閏
年
金
額
は
へ
る
が
、
川

川
で
、
資
料
を
も
ら
い
た
い
と
出
国
民
主
だ
っ
て
ギ
リ
ギ
リ
く
な
い
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
害
車
問
免
除
し
つ
づ
け
れ
ば
、
山

川
向
い
た
の
で
あ
る
。
色
い
の
年
限
し
か
入
っ
て
い
な
た
け
ど
、
も
う
公
的
年
金
か
ち

l
円
も
払
わ
な
く
て
も
1
/
3
川

川
と
こ
ろ
が
、

一
し
ょ
に

2
人
い
人
が
多
い
の
で
、
万
万
円
な
は
見
拾
て
ら
れ
て
い
る
し
、
民
は
も
ち
え
る
。
入
つ
て
な
い
と
川

川
の
人
が
見
学
に
行
っ
た
の
だ
ん
て
な
い
人
が
多
い
の
だ
。
た
閣
の
生
保
の
個
人
年
金
て
ち
い
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
川

酬
が
、

l
入
は
、
年
収
が
布
方
円
く
さ
ん
年
金
を
も
ち
っ
て
い
る
し
か
道
は
な
い
ら
し
い
。

き
な
い
か
ら
加
入
し
ょ
っ
。
川
大
阪

・
ド
l
ン
セ
ン
タ
ー
の

酬
な
い
か
ら
と
、
申
請
書
す
ち
註
人
は
面
倒
み
て
、
万
万
円
以
下
回
の
前
の
生
活
に
追
い
ま
く
(
杉
並
区
神
谷
麻
衣
)
川
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ
ベ
ン
ト

川
し
て
も
争
え
な
か
っ
た
の
だ
。
の
貧
乏
を
切
り
捨
て
る
な
ん
長
、
老
後
の
こ
と
な
ど
考
え
レ
ん
ぐ
る
ま
さ
あ
ま
ぉ
l
川
出
頑
に
音
レ
た
ア
フ
リ
カ
系

川
高
齢
者
に
対
し
年
収
と
い
う
場
て
ヒ
ド
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
/

る
余
裕
が
な
い
母
子
家
庭
の
人
ら
む
ニ
ュ
ー
ス
3
号
か
ち
川
ア
メ
リ
カ
人
の
ヴ
ァ
イ
ニ

1
・

官

、

年

金

書

意

味

す

る

と

思

私

は

怨

っ

た

ゼ

。

う

ち

の

最

古

安

警

ん

て

廷

の

こ

と

。

川

ボ

ロ

ウ

ズ

さ

ん

が

、

東

京

玄

リ
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三
=
=
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三
=
-
L
リ
ス
の
足
」
と
す
イ
ン
ト
公

一

ち

こ

議

総

額

瀦

瀦

露

餐

綴

川

、

議

室

む

川

白

吋

諸

島

市

町

野

持

祉

町

村

民

V
M
h詩
げ
は
日
間
演
臼
ド
ズ
さ
ん
は
ブ
ロ
ー
ド

一

ぞ

l

私
た
ち
川
崎
市
の
市
民
グ
ル
で
、

E喜
界

崎

市

川

お

お

及

、

か

事

務

所

新

宿

区

新

宿

l

由
に
つ
い
て
の
哲
朗
読
会
、
の
声
が
あ
が
っ
た
に
も
か
か
わ
川
ウ
ェ
イ
主
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。

一
こ
き

l
プ
「
旧
ユ
1
ゴ
の
重
た
ち
民
)
今
時
ミ
ル
力
支
が
ユ

l
山

姦

多

義

!

?

ラ

フ

ィ

ネ

新

覇

空

自

グ

ル

ー

プ

の

争

、

反

省

の

色

も

な

く

、

R
h
'
R一

一

R
t

Z
Z
E
E
-ゴ
に
行
っ
た

iもた
U
F
J家事
宿

法

律

事

務

所

内

。

-
会
合
を

Eさ
せ

た

り

妨

害

史

的

事

実

を

歪

号

、

侵

略

戦

川

益

田

V

一

信

カ

ゴ
難
民
の
子
ど
も
た
ち
の
つ
く
言
語
ち
か
え
り
、
昨
年
川

議

緩

い

Zぷ
イ
/
主
シ
ア
の
人
語
庄

し
て
き
だ
ま
た
、

4
か
月
の

5
2
5署
員
斗
遍
掴
帽

一

川
l

州
立
十
J
J
え

い
比
一三リ

Ju--

，fみ凶
過
讃

一

子

っ
長
で
一桧薬
密
を
つ
く
星
第
一
弾
量
は
が
き
4

干点
f
Jゑ

ゲ

〉

阻
止
の
イ
二
シ

Z
ア
ィ
ブ
を
一

間
に
4
つ
の
雑
誌
が
発
売
禁
止
改
号
い
な
い

02
1
d軍
隊
で

一

斗
4
p
t

し
た
o

こ
れ
を
売
っ
て
長
び
く
作
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
織
で
川
嘉
義
珍

I
l
l
i
-
-し

に
な
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
る
こ
と
を
ま
る
と
と
も
に
、
川

d
z

・-、

一

乃

山

脳

内
戦
で
苦
し
む
置
の

Z
も
毒
医
薬
品
な
ど
を
送
る
こ
山
間
部
隊
霊
陳
列
館

(
中
国
)
一

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
聞
に
恐
怖
感
や
妻
を
起
こ
し
長
一
塁
手
る
村
山
首
川

ヴ

ア

イ

ヱ

ボ

ロ

芸

春

り

す

一

、

司

た
ち
に
、
少
し
で
も
語
物
資
宗
で
差
し
た
o

川
新
館
塁
金
に
協
力
を
一

ナ
シ
ョ
ナ
ル
守
自
に
「
A
P
て
い
る
。
相
に
も
き
び
し
く
抗
織
す
る
、
T
E
E
-
=
=
=
三
=
-
E
E
z
-
-
一
三
=
=
=
-
E
=
三
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三
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EZ
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E
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三
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喜
一圭
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E
-
=
=
喜
一
言
一
三
重

一

ゴ

が

や

医

蓄

を

届

け

た

い

と

思

つ

今

度

の

絵

は
が
き
は
第
二
川

l
i
l
i
-
-
L
ECと
人
権
」
報
告
書
を
号
、
こ
の
人
権
桶
圧
に
対
し
て
、
と
し
て
い
る
。

白

川

署

名

に

ご

協

力

お

願

い

し

ま

す

た

と

き

1
ス
ボ
I
ト
号
、

一

〈

ヤ

て

い

ま

す

。

弾

。

こ

と

し

の

夏

、

ミ

ル

霊

山

ハ

ル

ピ

ン

・

蓄

の
;

l

A

P
E
C
サ
ミ
ッ
ト
(
ア
ジ
ア
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
最
大
極

S
T
O
P
/
改
憲

一

山

。

ヒ

1
ス

Tr関す
毒
事
は
不
当

注
語
美
個
人
へ
の
人
権
侵
害

一

一

山

陰

私
ど
も
の
会
が
で
き
て
一
2
年
ん
が
ユ
l
ゴ
に
帰
国
し
た
折
、
川
部
隊
跡
地
に
あ
る
「
侵
撃
日
軍
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
、
日
日
量
置
の
日
本
こ
そ
金

富
ア
ピ
ー
ル
行
動
一

川

(

本

人

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

さ

一

〉

鴻

半
、
務

2
2
2
5福い
て
き
い
持
ち
官
7
3主
豊

富

」

l
gを
準
え
て
、
イ
ン
ド
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
発
揮

lh門
け

μ己
川

「
週
刊
新
潮
」
と
「
週
刊
文
春
」
に
が

-
E
え
な
い
)
と
塁
手
。

一

コ

丈

ュ
i
ゴ
に
雪
連
覇
を
つ
づ
り
帰
っ
た
絵
の
中
宮
制
作
し
ま
川
の
、
新
館
建
設
と
一襲
撃
の
き
ア
政
府
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
S
T
O
p
f
改

態

。

市

川

署

員

習

に

発

行

さ

れ

そ

一手

f
」
「
地
球

一
周

章

ピ

1
ス
ボ
l
卜
を
始
め
と
し

一

w

(

て
き
ま
し
た
。
旧
ユ

l
ゴ
出
身
し
た
。
ど
の
絵
も
戦
争
の
霊
山
た

「リ
リ
ス
の
一
塁
は

『
彼
の

く
れ
た
ハ
イ
ヒ
ー
ル
』
。
出
演

・

脚
本
を
高
橋
り
り
す
、
演
出
を

竹
森
茂
子
さ
ん
が
担
当
。
間
四
年
、

世
田
谷
女
性
セ
ン
タ
ー
で
初
演

レ
好
評
を
得
た
。
以
来
、
「
リ

リ
ス
の
星
は
女
性
の
視
点
で

芝
居
を
作
り
公
演
宇
続
け
て
い

る。
今
回
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
企
画
に

つ
い
て
、
高
橋
さ
ん
は
「
演
劇

ア
フ
リ
カ
系
女
性
に
は
良
い
役
の
キ
ャ
リ
ア
も
十
分
な
ヴ
ァ
イ

が
な
い
と
と
に
幻
滅
レ
、
自
作
、
ニ
ー
と
の
出
会
い
に
、
胸
が
ド

自
頑
、
演
出
の
ワ
ン
・
ウ
l
マ
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

ン
・
シ
ョ
ー
を
始
め
た
。
日
本
で
は
女
性
の
視
南
居
を
持
つ

初
演
以
来
世
界
中
の
女
性
を
た
、
女
性
に
よ
る
演
劇
は
少
な

勇
気
づ
け
、
多
く
の
貨
も
受
け
く
、
続
け
て
い
く
の
も
困
難
で

て
い
る
。
ま
た
彼
女
は
国
連
の
す
が
、
グ
と
に
か
く
や
っ
て
み

南
部
ア
フ
リ
カ
N
G
Oの
委
員
よ
ヨ
じ
ゃ
な
い
，
u

と
ゼ
ロ
か

会
摺
畳
、
関
連
女
性
国
際
連
盟
ち
始
め
た
企
幽
で
す
」
と
い
う
。

の
常
駐
代
表
と
し
て
も
活
路
し
第
2
部
に
は
ず
ァ
イ
ニ

l
と

て
い
る
。
今
回
は
レ
パ
l
ト
リ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ト
l
ク
も
あ

の
中
か
ら
特
に
好
評
の
「
シ
ア
る
。
(
全
国
婦
人
新
聞
社
も
後

タ
l
F
シ
ア
タ
ー
事
演
じ
る
。
援
し
て
い
ま
す
)

H
月
お
日
開

ω時
、
ブ
レ
ヒ

ト
の
芝
居
小
屋
、
入
場
料
つ
R
d

o
o円
(
全
自
由
席
)
。

間
合
せ
・
・
竹
書
附
・

1

4
・
3
4
2
4
/高
橋
古
川
出
-

j
・

5
10

¥)ペノ

タイガーマイコン炊飯ジャー
〈多様能炊きたてる〉

JNJ・Al00・A150・A180

メ 力一希望小売価格(税別)22，000円より

色柄/ホワイト(W)グレー(HN)

-・・_"':.t駆草草~量F.:._
ごはんをほぐしやすく、よそい

やすく、洗米するのも便利な

「まる釜」です。

内ぶたなしふた丸洗いOK
持ち運びに便利なとつ手つき

.(量豊砂ごはんの置に合わせて加熱時間を自動調節する

「気くばり再加熱J・《重量診保温経過時間を 1時閥単位

でデジヲル表示・唖昼前 新米コースJで新米をおいしく

炊きあげ・ダブルフッ素加工の厚釜圃くっきり冒盛

遠赤ま否
-・・・眼目隠IIF.1・・・・・

JNM-Lm (当役従来畠)
，..酬-剛由時曹、

..."，."....".:c_ .. 

底ヒーターは面積が:Jt.<無回りのよい理面担

なべ底が球面になっているので

お湯の対流がよく、炊きムラの

少ないおいしいごはんが炊きあ

がります。

J間J.A~

h 也盤. き

じ);

• • 

ケ
ー
キ
の
甘
味
、
レ
モ
ン
の
酸
味
、

梅
干
し
の
塩
味
、
ビ
ー
ル
の
苦
昧
。

そ
し
て

コ
に
デ
や
か
つ
お
節
の
「
弓
妥
瞭
山

み
ん
な
同
じ
基
本
味
で
す
勺

UMAMIは世界の昧党ですユ
「昧にli、美味ヵ・不味Lヵない」なれ、宜通t!J.

，.われる人は言いますが‘実をいうと、この方々 ニ

ι右の基本昧には敏感なのです。料理が生き
るも死ぬも、この甘・般・塩・苦・「うま昧JのL、かL

1JlC' 、。ピールに苦味がなカ IっI:~ビールτ

ないように、ぉ椀に「うま味」が欠けていたら、まっ

た〈昧が引きたちません。「うま叫りはコンブ、カつ

お節、l'、1:11のダシ上して日本人の味覚を育て
て〈れた昧固現在では、クラレタミン椴ソ一死イノシ

ン酸ソ一死グアニノレ俄ソー列め「うま味調味料J

tl-C.日本をこえて世界の食卓で置されて，. j;す。

|日本うま昧調味料協会|
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|21世紀・日本・女l

〈日曜日〉

各
界
で
一
活
画
す
る
女
性
た
ち

が
、
情
報
を
分
か
ち
あ
い
励
ま

し
あ
い
、
勉
強
し
あ
お
、
マ
4
リ

ー
ダ
ー
シ
y
プ
l
l
l」
と
い

う
会
が
結
成
さ
れ
、
発
足
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
一
月
一
日

夜
行
わ
れ
た
(
於
・
経
団
連
会

館
)
。女
性
の
こ
の
趨
の
グ
ル
ー

プ
が
日
本
に
な
い
た
め
か
、
参

加
申
込
み
が
相
つ
ぎ
、
約
二
百

人
断
わ
っ
た
が
、
五
百
人
の
参

加
者
で
会
場
は
一
ぱ
い
だ
っ

た。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「リ
ー
ダ

ー
シ
ジ
プ
へ
の
挑
戦
|
|
創
世

紀
、
日
本
、
女
」
と
題
し
尾
原

容
子
(
欄
旭
化
成
取
締
役
)
、

還
山
敏
子
(
文
化
庁
長
官
)
、

米
沢
富
美
子
(
慶
大
一
理
工
学
部

教
授
)
、
幸
田
シ
ャ
l
ミ
ン
(ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
〕
さ
ん
軒
昂
ハ
ネ

υス
ト
に
、
下
村
精
子
さ
ん
(
朝

日
新
聞
編
集
蚕
員
)
、
醤
原
真

理
子
さ
ん
(
総
理
府
勇
女
共
同

参
画
室
長
)
の
司
会
で
行
わ
れ

た
。
全
員
「
リ
ー
ダ
ー
シ
y
プ

1994年 11月 20日安売~ ./'、議斤匹宵国~ (堕3種郵慣物飽可}第 1081苦1号第 10(第3種郵便物甥可)

新
し
い
価
値
観
つ
く
る
と
き

女
性
の
地
位
低
い
国
連

国
連
に
お
け
る
女
性
差
別
解
エ
リ
カ
・
イ
レ
l
ヌ
・
デ
ィ
l

消
の
た
め
、
多
く
の
麟
輸
が
な
は
い
う
。

さ
れ
、
黙
心
に
努
力
さ
れ
て
き
さ
ら
に
、
就
職
、
能
力
開
発
、

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
職
現
場
、
家
族
、
苦
情
処
理
シ
ス

買
の
地
位
向
上
は
実
現
し
て
い
テ
ム
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
昇

な
い
と
す
る
調
査
が
こ
の
ほ
ど
進
を
阻
む
障
害
に
つ
い
て
、
数

発
表
さ
れ
た
。
多
く
の
蟻
輸
が
な
さ
れ
た
が
、

調
査
し
た
の
は
、
国
連
財
政
い
っ
こ
う
に
改
善
さ
れ
な
か
っ

監
視
組
織
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
イ
ン
た
。

ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
「
女
性
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず

(J
I
U
)
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
事
務
局
に
働
く
女

性
に
つ
い
て
、
引
4

ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
男
女
平
等
が
、
国
連
発

足
当
初
か
ち
の
未
だ
運
蔵
さ
れ

な
い
制
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
現

状
を
駒
ち
か
に
し
て
い
る
。

ω年
に
お
よ
ぶ
事
務
局
勤
務

の
女
性
の
地
位
向
上
の
実
施
計

画
は
、
な
ん
ら
効
を
奏
さ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
針
画
が
女
性

の
噂
門
職
の
数
を
ふ
や
す
と
と

だ
げ
に
集
中
し
て
い
て
、
そ
の

職
業
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

条
件
整
備
を
欠
い
て
い
た
か
ら

で
あ
る
と
、
調
査
に
あ
た
っ
た

1
1
1
」
の
メ
ン
バ
ー。

ま
ず
下
村
さ
ん
か
色
、
「
い

ま
世
界
は
一
大
転
換
期
。
既
成

の
価
値
観
は
崩
れ
て
い
る
の
に

対
し
新
し
い
価
値
観
が
見
え
て

こ
な
い
。
今
ま
で
リ
ー
ダ
ー
に

参
画
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ

た
女
性
た
ち
が
、
い
ま
、
伺
か

考
え
た
い
」
と
シ
ン
ポ
ヅ
ウ
ム

の
趣
旨
を
説
明
。

尾
原
さ
ん
は
、
「
自
分
が
旭

化
成
に
入
っ
た
乙
ろ
、
企
業
の

女
性
は
少
く
ホ
ン
の
Jジ
レ
の
先

踏
女
性
た
ち
は
男
言
葉
で
仕
事

を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
自

分
は
専
門
的
な
仕
事
を
選
ん

だ
」
と
、
日
本
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ピ
ジ
永
ス
の
概
4

家
宅
っ
ち
た

て
る
仕
事
を
す
る
に
至
っ
た

グ道
d

を
紹
介
。
「
今
、
官
僚

的
組
織
体
制
、
管
理
体
制
は
崩

れ
て
い
る
。
も
の
を
使
う
立
場

が
宙
現
さ
れ
、
女
性
的
生
活
実

感
の
あ
る
人
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
創
造
的
毒
禄
な
発
想
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
企
業

りが輝くホームを

創
造
的
多
様
な
発
想
を
/

「今こそ宜性1J'リーダーシップを」と活発な酎論

1人ひと

|かながわ・女のスペース“みずら

を
さ
れ
る
性
別
役
割
の
中
で
自

己
実
一
揖
す
る
ま
乏
古
い
パ
タ

ー
ン
は
合
わ
な
い
。
自
分
た
ち

の
た
め
の
運
動
を
や
ろ
う
、
そ

の
た
め
に
は
、
お
金
も
時
間
も

出
そ
う
」
「
展
望
を
開
く
た
め

に
は
、
八
時
閣
の
職
場
の
中
の

労
働
相
談
だ
け
で
な
く
、
一
生

わ
け
で
も
な
く
、

一年
に
一回

開
か
れ
る
総
会
で
は
、
予
算
・

決
算
墾
口
と
年
間
の
ザ
っ
と
し

た
計
画
が
出
さ
れ
る
だ
け
。
実

に
緩
や
か
な
女
た
ち
の
連
帯
な

の
だ
が
、
ま
と
ま
っ
て
活
動
が

続
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
根
底

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
フ
ェ
ミ

う
に
も
な
っ
た
が
、
運
営
費
は
、

殆
主
蚕
と
カ
ン
パ
。
助
成
金

の
申
精
も
寸
る
が
、
財
政
は
厳

も
ら
っ
て
い
る
年
金
が
少
な
い
と

みんなのページです。冨いたいことや、知らせたい

ことが島ったら、どんどん控稿して下さい固

電話 03(3343)1846
編集部|
FAXω(3348)1890 

軽
費
老
人
ホ
l
ム
も
入
れ
な
い
旧
日

れ
た
的
名
の
職
員
の
宅

2
D、
女

性
は
わ
ず
か
2
名
で
あ
る
。

ω

年
か
色
弱
年
に
は
、
わ
ず
か
に

改
曽
さ
れ
、
回
名
中

ω名
で
あ

っ
た
。
平
等
に
到
達
す
る
に
は
、

あ
と
車
市
伊
か
か
る
と
、
デ
ィ

ー
は
い
、
っ
。

J
l
U
は
、
国
連
に
お
け
る

女
性
職
員
の
数
と
地
位
の
向
上

を
阻
む
も
の
は
、
旧
態
依
然
の

任
用
方
法
と
能
力
開
発
の
無
策

で
あ
る
弁
潅
摘
し
て
い
る
。
デ

ピ
ラ
ミ
ッ
い
す
の
底
辺
に
そ
の
他

大
興
と
し
て
位
置
づ

U
Dれ、

ト
ッ
プ
に
い
く
に
つ
れ
て
女
性

は
姿
宇
泊
す
」
と
調
査
は
述
べ

て
い
る
。
釘
年
に
は
政
策
担
当

職
白
白
必
を
女
性
に
、
と
い
う

目
僚
は
、
日
必
に
と
ど
ま
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。
新
規
に
高
位
に

採
用
さ
れ
る
の
は
、
圧
倒
的
に

男
性
ば
か
り
で
あ
る
。

1
2
8年
か
ら
回
年
に
か

け
て
、
部
局
長
以
上
に
任
命
さ

ィ
ー
は
、
函
連
に
お
い
て
も
っ

と
も
遅
れ
て
い
て
不
十
分
な
も

の
は
、
差
別
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

.
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る

苦
情
を
訴
え
る
べ
き
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
い
う
。
幻
年
の
男
女

の
処
遇
の
平
等
と
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
空
る

指
針
の
発
布
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
公
証
平
一
般
住
を
問
題
と

し
て
、
国
連
が
率
先
し
て
実
施

し
て
は
い
な
い
と
い
う
。

カナタの共同
住宅モデルに

ワンウ マンショーの旗手

ボロウ、ズ九が来日
じ東京でfl)リスの足J寸
とジョイン卜公〉寅 1-.1

文
京
区
民
セ

J
I
Uは
、
国
連
が
も
し
也

界
の
指
導
者
と
し
て
の
信
頼
を

維
持
し
続
け
よ
う
と
す
る
な

ら
、
性
差
に
よ
る
不
均
衡
を
是

正
す
べ
く
断
固
た
る
手
容
を
と

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
任
用

・
人

事
部
門
を
強
化
し
、
よ
り
公
正

明
朗
な
任
周
と
処
遇
を
行
う
こ

と
、
さ
ら
に
、
各
部
局
の
ト
ッ

プ
は
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

め
の
現
行
の
政
策
に
つ
い
て
全

面
的
に
責
任
を
も
っ
ζ
と
、
を

勧
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
は
世
界
各
地
に

あ
る
国
連
組
織
全
体
に
つ
い
て

女
性
の
地
位
を
統
計
的
に
明
ら

か
に
し
、
研
修
や
出
産
休
暇
な

ど
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
具
体

策
を
示
す
よ
う
、
要
求
し
て
い

る
。
共
稼
ぎ
の
専
門
職
夫
婦
へ

の
玄
後
策
、
間
偶
者
の
雇
用
に

つ
い
て
の
陣
壁
の
廃
止
を
も
嬰

求
し
て
い
る
。

(I
N
T
E
R
P
R
E
S
S
 

S
E
R
V
I
C
E
、
J
U
L

Y
H
羽
)

五
階
建
て
で
百
一
十
五
室
に
百
三

十
人
が
入
居
し
て
い
る
。
一
階

に
は
食
室
、
美
容
室
、
図
轡
館

な
ど
も
あ
る
。
二
十
四
時
間
介

護
が
あ
り
、
看
媛
婦
な
ど
常
勤

ス
タ
y
フ
が
約
三
十
人
い
る
。

家
貨
は
七
万
円
(
食
事
別
)
だ

と
い
う
。
入
居
者
は
ハ
ウ
ス
の

運
営
や
ボ
ラ
、
J
テ
ィ
ア
で
受
付

や
事
務
な
ど
を
分
担
し
あ
う
。

同
会
は
、
乙
の
ユ
ニ
タ
リ
ア

ン
方
式
亭
革
、
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
日
本
に
合
っ

た
芸
品
を
、
理
恕
と
し
て
は

一

人
ひ
と
り
が
u
罪
の
よ
う
に

輝
き
続
ロ
ロ
れ
る
ホ
l
ム
づ
く

り
に
し
た
い
と
言
う
。

現
在
、
百
件
に
近
い
問
い
合

わ
せ
が
来
て
お
り
、
具
体
的
な

敷
地
の
話
も
前
橋
を
初
め
、
四
、

五
件
上
が
っ
て
い
る
と
一
言
う
。

入
会
希
望
、
問
い
合
わ
せ
は

干
川
東
京
都
大
田
区
山
王
四

l
十
八
l
八
閣
貴
美
子
宮

ω

・9
H
f
7ウ
f
・
円t
4
7
A
O
。

野
末
悦
子
の
|
女
性
の
一
生
と
体
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
本
|

糊一
聞
掛
品
智
朗
か
ら
更
年
期
、
老
年
期
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
体
と
心
の
医
学

を
、
生
理
、
節
婦
と
性
、

un賑
・
闘
産
、
女
性
の
病
気
と
気
に
な
る
症
状
な
ど
の
側

面
か
ら
、
知
っ
て
い
れ
ば
必
す
役
に
女
つ
ζ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
詳
述
し
た

一
冊
。

V
女
性
の
体
の
仕
組
み
と
医
学

〈
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
〉

V
知
っ
て
お
き
た
い
鍋
人
科
の
症
状
と
病
気
の
す
べ
て

V
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
卵
躯
が
ん
の
早
期
発
見
の
コ

ツ
と
治
由
帽
、
定
期
績
惨
で
チ
工
ツ
ク
し
た
い
病
気

V
漢
方
で
治
す
気
に
怒
る
症
状
〈
月
経
ト
ラ
ブ
ル
・
不

定
懇
話
・
血
圧
の
不
安
定
・
骨
粗
面
相
症
〉

V
全
箇
セ
ッ
ク
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
寮
内

i
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血事組
占早 憾凶

描-LE

iizi 
i品芋

置世陶画圃潤..:c直前・宙定置

野末儀正の好評既刊書

いい女の更年期・定即日円 4-07田H田1
一一一一一一一一ー一一ー女、40才からの伽らだとことろ

銃・いい女の誕年期・定値目O円叩田7日6.7
ホルモン補充療法白、5更年嗣うつ解消，ままで

!，(のからだBOOKe定価950同 4-07.935田I-X
←ーーティーンから更年閉までの月経トラブル田本

!，(の病気Q&A・定価8田 削引'"阻2
一一一一一一一一一一一一一女匿さんがやさしく苦える

女
ざ
か
り
の
g
u
y
z

ピ
ユ
よ
Z
7
&
ヘルス

一軒
骨
骨
岡
崎
県
時
間
ぬ
訟
は
閥
抗
日
二
議

町、，

監臨硲扇五輪碕

，~~明日寓個園町糧=却........ 

V
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
メ
ノ
ポ
l
ズ
(
閉
経
)の
本
当
の
話

V
実
行
し
た
人
だ
け
得

〈
ち

を
す
る
f
「
口
コ
ミ
鍵
容
港
、
健
康
渚
」
"
留
守
瓜
ア
カ
ス
リ
ノ
ゴ
マ
化
華
全
/-
5
ジ
ン
・
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
汁
/
術
コ
マ
だ
ん
ご

V
高
橋
佳
代
子
が
へ
ア
メ
イ
ク
で
変
身
f

V
総
岡
き
っ
と

秘
伝
の
寝
パ
ッ
ク

V
沼
田
を
よ
み
の
自
京
剛
宍
野
繋
ス

I
ブ
φ

で
体
力
ア
ッ
プ

マ
蝉
餐
補
助
食
品
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
は
元
気
骨
察
/湾
毛
、
白
星
に
こ
由
一
滴
/中
年
に
怒
る
と
‘
な
ザ
太
る

のつ
♂/ウ
ィ
ッ
7
は
、
つ
廿
て
が
-b
カ
ッ
ト
，
/女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
聾
遣
で
苦
さ
と
翼
行
を
t

IHのおいしさに近づいた
マイコン「まる釜Jタイプ
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川

ぞ

れ

ど

こ

ろ

じ

ゃ

な

い

」

な

ん

川

て
思
っ
て
い
る
と
、
老
後
は
一
剛

山

番

ヒ

ド

イ

自

に

あ

っ

て

し

ま

川

。

川

川

唱

つ

川

川

と

り

あ

え

ず

、

厚

生

、

共

済

州

酬

な

ど

の

年

金

に

入

っ

て

な

い

人

剛

山
中
昔
話
、
杉
並
区
に
あ
る
う
。
家
屋
資
産
を
持
っ
て
い
て
公
的
年
金
を
か
け
て
お
争
豹
は
必
ず
国
民
年
金
に
入
る
つ
。
川

川
日
軽
費
老
人
ホ
1
ム
(
戦
前
か
も
ダ
メ
と
い
わ
れ
た
。

閉

山
万
円
建
度
の
生
命
保
険

C
年
お
年
間
掛
貯
金
#
忍
わ
な
け
れ
川

川
ろ
あ
る
有
差
ホ
l
ム
。
福
祉
百
万
円
と
い
う
と
国
民
年
金
金
収
入
だ
り
。
ば
受
給
資
格
が
で
き
な
い
が
、
山

川
法
人
)
に
待
っ
た
o
将
来
私
の
の
満
額
く
ち
い
の
頭
だ
。
だ
が
、
私
は
あ
せ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
金
の
な
い
人
は
免
除
申
消
し
よ
川

川
母
を
入
れ
た
い
と
思
っ
た
た
め
女
性
の
場
合
、
低
賃
金
だ
し
、
電
話
し
て
母
を
紋
属
す
る
晶
は
う
o
そ
の
閏
年
金
額
は
へ
る
が
、
川

川
で
、
資
料
を
も
ら
い
た
い
と
出
国
民
主
だ
っ
て
ギ
リ
ギ
リ
く
な
い
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
害
車
問
免
除
し
つ
づ
け
れ
ば
、
山

川
向
い
た
の
で
あ
る
。
色
い
の
年
限
し
か
入
っ
て
い
な
た
け
ど
、
も
う
公
的
年
金
か
ち

l
円
も
払
わ
な
く
て
も
1
/
3
川

川
と
こ
ろ
が
、

一
し
ょ
に

2
人
い
人
が
多
い
の
で
、
万
万
円
な
は
見
拾
て
ら
れ
て
い
る
し
、
民
は
も
ち
え
る
。
入
つ
て
な
い
と
川

川
の
人
が
見
学
に
行
っ
た
の
だ
ん
て
な
い
人
が
多
い
の
だ
。
た
閣
の
生
保
の
個
人
年
金
て
ち
い
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
川

酬
が
、

l
入
は
、
年
収
が
布
方
円
く
さ
ん
年
金
を
も
ち
っ
て
い
る
し
か
道
は
な
い
ら
し
い
。

き
な
い
か
ら
加
入
し
ょ
っ
。
川
大
阪

・
ド
l
ン
セ
ン
タ
ー
の

酬
な
い
か
ら
と
、
申
請
書
す
ち
註
人
は
面
倒
み
て
、
万
万
円
以
下
回
の
前
の
生
活
に
追
い
ま
く
(
杉
並
区
神
谷
麻
衣
)
川
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ
ベ
ン
ト

川
し
て
も
争
え
な
か
っ
た
の
だ
。
の
貧
乏
を
切
り
捨
て
る
な
ん
長
、
老
後
の
こ
と
な
ど
考
え
レ
ん
ぐ
る
ま
さ
あ
ま
ぉ
l
川
出
頑
に
音
レ
た
ア
フ
リ
カ
系

川
高
齢
者
に
対
し
年
収
と
い
う
場
て
ヒ
ド
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
/

る
余
裕
が
な
い
母
子
家
庭
の
人
ら
む
ニ
ュ
ー
ス
3
号
か
ち
川
ア
メ
リ
カ
人
の
ヴ
ァ
イ
ニ

1
・

官

、

年

金

書

意

味

す
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と

思

私
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っ
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ゼ
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う

ち
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古

安
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て

廷

の

こ

と
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ボ
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さ
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が

、
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イ
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ト
公

一

ち
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議

総
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瀦

露

餐

綴

川

、

議

室

む

川

白

吋

諸

島

市

町

野

持

祉

町

村

民

V
M
h詩
げ
は
日
間
演
臼
ド
ズ
さ
ん
は
ブ
ロ
ー
ド

一

ぞ

l

私
た
ち
川
崎
市
の
市
民
グ
ル
で
、

E喜
界

崎

市

川

お

お

及

、

か

事

務

所

新

宿

区

新

宿

l

由
に
つ
い
て
の
哲
朗
読
会
、
の
声
が
あ
が
っ
た
に
も
か
か
わ
川
ウ
ェ
イ
主
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。

一
こ
き

l
プ
「
旧
ユ
1
ゴ
の
重
た
ち
民
)
今
時
ミ
ル
力
支
が
ユ

l
山

姦

多

義

!

?

ラ

フ

ィ

ネ

新

覇

空

自

グ

ル

ー

プ

の

争

、

反

省

の

色

も

な

く

、

R
h
'
R一

一

R
t

Z
Z
E
E
-ゴ
に
行
っ
た

iもた
U
F
J家事
宿

法

律

事

務

所

内
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-
会
合
を

Eさ
せ

た

り

妨

害

史

的

事

実

を

歪

号

、

侵

略

戦

川

益

田

V

一

信

カ

ゴ
難
民
の
子
ど
も
た
ち
の
つ
く
言
語
ち
か
え
り
、
昨
年
川

議

緩

い

Zぷ
イ
/
主
シ
ア
の
人
語
庄

し
て
き
だ
ま
た
、

4
か
月
の

5
2
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掴
帽
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川
l

州
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J
J
え
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比
一三リ
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過
讃
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密
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弾
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が
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阻
止
の
イ
二
シ

Z
ア
ィ
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を
一

間
に
4
つ
の
雑
誌
が
発
売
禁
止
改
号
い
な
い

02
1
d軍
隊
で

一

斗
4
p
t

し
た
o

こ
れ
を
売
っ
て
長
び
く
作
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
織
で
川
嘉
義
珍

I
l
l
i
-
-し

に
な
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
る
こ
と
を
ま
る
と
と
も
に
、
川

d
z
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一

乃

山

脳

内
戦
で
苦
し
む
置
の

Z
も
毒
医
薬
品
な
ど
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こ
山
間
部
隊
霊
陳
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館
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国
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ロ

芸

春
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一

、

司

た
ち
に
、
少
し
で
も
語
物
資
宗
で
差
し
た
o

川
新
館
塁
金
に
協
力
を
一

ナ
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ョ
ナ
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守
自
に
「
A
P
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い
る
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い

と

思

つ

今

度

の

絵

は
が
き
は
第
二
川

l
i
l
i
-
-
L
ECと
人
権
」
報
告
書
を
号
、
こ
の
人
権
桶
圧
に
対
し
て
、
と
し
て
い
る
。

白

川

署

名

に

ご

協

力

お

願

い

し

ま

す

た

と

き

1
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ト
号
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一

〈

ヤ
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い

ま

す

。

弾

。
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し

の

夏
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ミ

ル

霊

山

ハ
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ピ
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蓄

の
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A

P
E
C
サ
ミ
ッ
ト
(
ア
ジ
ア
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
最
大
極

S
T
O
P
/
改
憲

一

山

。

ヒ

1
ス

Tr関す
毒
事
は
不
当

注
語
美
個
人
へ
の
人
権
侵
害

一

一

山

陰

私
ど
も
の
会
が
で
き
て
一
2
年
ん
が
ユ
l
ゴ
に
帰
国
し
た
折
、
川
部
隊
跡
地
に
あ
る
「
侵
撃
日
軍
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
、
日
日
量
置
の
日
本
こ
そ
金

富
ア
ピ
ー
ル
行
動
一

川

(

本

人

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

さ

一

〉

鴻

半
、
務

2
2
2
5福い
て
き
い
持
ち
官
7
3主
豊

富

」

l
gを
準
え
て
、
イ
ン
ド
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
発
揮

lh門
け

μ己
川

「
週
刊
新
潮
」
と
「
週
刊
文
春
」
に
が

-
E
え
な
い
)
と
塁
手
。

一

コ

丈

ュ
i
ゴ
に
雪
連
覇
を
つ
づ
り
帰
っ
た
絵
の
中
宮
制
作
し
ま
川
の
、
新
館
建
設
と
一襲
撃
の
き
ア
政
府
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
S
T
O
p
f
改

態

。

市

川

署

員

習

に

発

行

さ

れ

そ

一手

f
」
「
地
球

一
周

章

ピ

1
ス
ボ
l
卜
を
始
め
と
し

一

w

(

て
き
ま
し
た
。
旧
ユ

l
ゴ
出
身
し
た
。
ど
の
絵
も
戦
争
の
霊
山
た

「リ
リ
ス
の
一
塁
は

『
彼
の

く
れ
た
ハ
イ
ヒ
ー
ル
』
。
出
演

・

脚
本
を
高
橋
り
り
す
、
演
出
を

竹
森
茂
子
さ
ん
が
担
当
。
間
四
年
、

世
田
谷
女
性
セ
ン
タ
ー
で
初
演

レ
好
評
を
得
た
。
以
来
、
「
リ

リ
ス
の
星
は
女
性
の
視
点
で

芝
居
を
作
り
公
演
宇
続
け
て
い

る。
今
回
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
企
画
に

つ
い
て
、
高
橋
さ
ん
は
「
演
劇

ア
フ
リ
カ
系
女
性
に
は
良
い
役
の
キ
ャ
リ
ア
も
十
分
な
ヴ
ァ
イ

が
な
い
と
と
に
幻
滅
レ
、
自
作
、
ニ
ー
と
の
出
会
い
に
、
胸
が
ド

自
頑
、
演
出
の
ワ
ン
・
ウ
l
マ
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

ン
・
シ
ョ
ー
を
始
め
た
。
日
本
で
は
女
性
の
視
南
居
を
持
つ

初
演
以
来
世
界
中
の
女
性
を
た
、
女
性
に
よ
る
演
劇
は
少
な

勇
気
づ
け
、
多
く
の
貨
も
受
け
く
、
続
け
て
い
く
の
も
困
難
で

て
い
る
。
ま
た
彼
女
は
国
連
の
す
が
、
グ
と
に
か
く
や
っ
て
み

南
部
ア
フ
リ
カ
N
G
Oの
委
員
よ
ヨ
じ
ゃ
な
い
，
u

と
ゼ
ロ
か

会
摺
畳
、
関
連
女
性
国
際
連
盟
ち
始
め
た
企
幽
で
す
」
と
い
う
。

の
常
駐
代
表
と
し
て
も
活
路
し
第
2
部
に
は
ず
ァ
イ
ニ

l
と

て
い
る
。
今
回
は
レ
パ
l
ト
リ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ト
l
ク
も
あ

の
中
か
ら
特
に
好
評
の
「
シ
ア
る
。
(
全
国
婦
人
新
聞
社
も
後

タ
l
F
シ
ア
タ
ー
事
演
じ
る
。
援
し
て
い
ま
す
)

H
月
お
日
開

ω時
、
ブ
レ
ヒ

ト
の
芝
居
小
屋
、
入
場
料
つ
R
d

o
o円
(
全
自
由
席
)
。

間
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せ
・
・
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書
附
・

1

4
・
3
4
2
4
/高
橋
古
川
出
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j
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5
10
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「まる釜」です。

内ぶたなしふた丸洗いOK
持ち運びに便利なとつ手つき

.(量豊砂ごはんの置に合わせて加熱時間を自動調節する
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少ないおいしいごはんが炊きあ
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ケ
ー
キ
の
甘
味
、
レ
モ
ン
の
酸
味
、

梅
干
し
の
塩
味
、
ビ
ー
ル
の
苦
昧
。

そ
し
て

コ
に
デ
や
か
つ
お
節
の
「
弓
妥
瞭
山

み
ん
な
同
じ
基
本
味
で
す
勺

UMAMIは世界の昧党ですユ
「昧にli、美味ヵ・不味Lヵない」なれ、宜通t!J.

，.われる人は言いますが‘実をいうと、この方々 ニ

ι右の基本昧には敏感なのです。料理が生き
るも死ぬも、この甘・般・塩・苦・「うま昧JのL、かL

1JlC' 、。ピールに苦味がなカ IっI:~ビールτ

ないように、ぉ椀に「うま味」が欠けていたら、まっ

た〈昧が引きたちません。「うま叫りはコンブ、カつ

お節、l'、1:11のダシ上して日本人の味覚を育て
て〈れた昧固現在では、クラレタミン椴ソ一死イノシ

ン酸ソ一死グアニノレ俄ソー列め「うま味調味料J

tl-C.日本をこえて世界の食卓で置されて，. j;す。
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(4 ) 〈日曜日〉1994年 11月 20日安売~ ./'、議斤陪軒国舌27(第3種郵便物院可)

最
近
は
、
素
敵
な
洋
菓
子

屈
が
た
く
さ
ん
で
き
、
お
い

し
さ
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
ケ

ー
キ
作
り
に
欠
か
せ
な
い
の

は
、
バ
ニ
ラ
の
風
味
で
す
。

そ
れ
も
、
い
か
に
も
バ
ニ
ラ

と
分
か
る
よ
う
に
使
う
の
で

は
な
く
、
砂
糖
の
甘
味
を
強

め
る
た
め
に
使
っ
た
り
、
チ

れ
て
い
る
と
と
に
疑
問
を
抱
い
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夢
や
勇
気
タ
l
の
道
を
新
た
に
開
き
、
女

k
芝
ま
〓
司
隠
す
首
相
子
さ

p
u
;たち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
性
損
害
映
空
映
を
し
続

1
1ノ
雌
E
E
P

》

t
」広
島
"
園
事
，

L引
U
V

一
l

「寸
」
に

J
F
'

し
て
く
れ
た
人
達
」
と
講
評
レ
け
て
い
る
。
『
大
樹
の
う
己

-

d

4

a

-
|

|

l

!

・・
4

-

た

。

(

官

)

、

『

秋

の

ソ

ナ

タ

』

(
m
m
)

、

大
賞
を
受
賞
し
た
高
野
さ
ん
『
ド
イ
ツ
・
腎
ざ
め
た
母
』

k
y弘
究
、
山
竪
邑
こ
手
日
尚
N
ト

'pak、
陸

Rhp
は
大
学
卒
業
後
、
映
画
会
社
に
(
洩
)
、
『
痴
呆
性
老
人
の
世

E

J
一

各

政

血

刷

石

山

p
t
主
引
証
書
V
4
4
dc
l』
ノ

活

向

、
ぷ
入
社
し
た
が
、
女
性
重
傷
に
(
お
)
、
『
芙
蓉
鎮
』
(
明
)
、

な
れ
な
い
と
い
う
、
日
本
の
映
宗
の
中
の
淑
女
た
ち
』
窃
)
、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1」
市

川

房

枝

さ

ん

か

ら

、

今

空

γ

さ
ん
(
弁
護
士
)
は
、
「
仕
事
画
界
の
男
社
会
ぶ
り
に
落
胆
『
高
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』
(
別
)

一
夢
や
勇

気

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
一
六
回
目
の
霊
警
合
内
八
を
し
て
い
く
中
で
、
社
会
委
し
、
表
。
帰
国
後
、
ァ
す
な
ど
、
高
野
さ
会
紹
介
し
た

τト
ト

ト

ト

ト

ト

ー

ー

ト

ー

ー

し

十

五

人

の

女

性

が

受

け

た

。

ぇ
、
女
性
を
変
え
て
い
く
こ
と
カ
の
娯
楽
映
画
ば
か
り
上
映
さ
映
画
に
は
話
題
作
が
多
い
。

社
会
の
た
め
に
有
意
義
な
活
花
)
、
教
育
賞
・
芦
野
由
利
子
選
考
委
員
で
、
同
セ
ン
タ
ー
一
応
=
=
=
一
三
=
=
三
一
三
三
一
=
=
E
=
=
=
=
=
=
=
=
=
三
=
=
=
一
三
=
=
=
三
三
三
=
===
====
=====三======三=言
===三三=
=============三日

躍
し
て
い
る
女
性
の
栄
沓
を
た
さ
ん
(
凶

・
日
本
家
族
計
画
連
の
顧
問
委
員
の
一
人
、
神
津
カ

一川

i
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

の
H

個
性
派
ギ
フ
ト
d

だ
。
州

た
え
る
「
エ
イ
ボ
ン
女
性
年
度
盟
事
務
局
次
長

ω
旬
、
芸
術
ン
ナ
さ
ん
(
作
家
)
は
、
「
今
而

ヘ

新

製

品

紹

介

ゾ

=
干
個
入
り
・
一
ニ
千
円
、

川

賞
」
の
受
賞
者
の
発
表
が
、
十
賞
・
石
井
幹
子
さ
ん
(
照
明
デ
年
は
、
た
く
さ
ん
の
日
本
の
女
而

i
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1

五
十
一
個
入
り
・
五
千
円
川

目
、
璽
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
ザ
イ
ナ
!
日
)
、
ス
ポ
ー
ツ
性
が
活
臨
し
た
年
で
、
誰
を
選
一
川
ツ
と
湖
こ
溶
け
、
湖
上
が
り
(
各
税
込
み
〉
。
川

っ
た
。

賞
-
綾
部
美
知
枝
さ
ん
(
サ
ッ
ぶ
か
大
変
だ
っ
た
。
そ
乙
で
、
而

楽

し

い

パ

ス

後
の
肌
釦
し
っ
と
り
さ
せ
る

今
年
の
大
壁
、
世
界
の
ご
l
指
導
者
自
)
が
、
そ
れ
今
年
だ
り
で
な
く
、
今
後
九

タ

イ

ム

を

演

出

ク
リ
ア
パ

E
T
-
-
-
-
E州

国
の
発
掘
・
上
映
運
動
エ
キ
プ
ぞ
れ
受
賞
し
弓
っ
と
花
を
咲
か
せ
、
地
道
に
活
一
川

ギ
フ
ト
突
浴
剤
契
売
ス
、
固
型
タ
イ
プ
で
炭
酸
ガ
・

1
1
1闘川

ド
・
シ
ネ
マ
を
妻
、
女
性
の
同
賞
は
、
エ
イ
ボ
ン
女
性
文
学
る
人
を
選
ぼ
う
と
い
う
と

一川

禁

l
ラ
化
粧
品
本
舗
ス
の
発
泡
で
温
浴
効
果
喜

一一

一

ダ

幽

川

視
点
で
映
画
の
上
映
に
力
を
注
化
セ
ン
タ
ー
が
、
一
九
七
九
年
と
に
な
っ
た
」
と
選
考
の
経
緯

一川
は
、
楽
し
い
パ
ス
タ
イ
ム
を
め
、
し
っ
か
り
雲
る
サ
ワ
圃
…

叫
い
f

闘

川

い
で
い
る
高
野
悦
子
さ
ん
(
岩
に
設
立
。
社
会
で
活
躍
、
目
ざ
を
話
し
た
。
同
じ
く
福
島
瑞
穂
而
演
出
す
る
ギ
フ
ト
用
入
浴
剤

l
パ
ス
。
色
と
香
り
の
遣
う
闇

mj
寸
抽
出
出
白
川

票
率
支
国
人
目
)
に
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
女

一川

「シ
ン
フ
リ
ー
ス
キ
ン

ケ

六

豪

語

合

わ

さ

れ
た

一

言

1

目
闘川

決
ま
っ
た
。
乙
の
ほ
か
に
、
功
性
た
ち
を
、
活
躍
す
る
部
門
に

抗一
川
ア
パ
ス
セ
ッ
ト
」
を
十
一
月
入
資
セ
ッ
ト
で
、
雲
田
辺
三

口

皆

川

績

賞

・

震

ヤ

エ

さ

ん

(

凶

日

よ

っ

て

毎

年

五

人

ず

つ

表

彰

肝

一川

百

、

新

発

売

。

の

気

分

で

好

み

の

タ

イ

プ

が

四

階

出

川

口

曲

川

本
婦
人
航
空
協
会
理
事
長
し
て
い
る
。
第
一
回

目

の

故

・

野

一

川

液

体

タ

イ

プ

で

生

誕

が

サ

選

べ

る

お

フ

ロ

好

き

の

た

め

・

EE--------田川

高
一
川

E
E
E
E
E
-
-
2
1
1
1
1十
川

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
が
自
に
ど
、
女
性
が
働
く
た
め
の
シ
ス

、
イ
叶
i
I
ヲ
d

'

見
え
る
よ
っ
に
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
テ
ム
は
手
厚
か
っ
た
。
そ
れ
ら

-

『

4d
dE
司
て
い
る
。
著
者
自
身
が
旧
東
ド
の
政
策
が
国
家
の
消
滅
と
共
に

村
川
川

vd陣
イ
ツ
の
女
性
た
ち
か
ら
直
接
聞
失
わ
れ
た
か
ろ
、
女
性
の
失
業

一，s酬
川

47

い
た
生
の
声
を
寒
礎
と
し
て
、
者
が
ふ
え
、
家
庭
で
は
男
と
女

f
f
l
i
l
-、
日
常
生
活
の
変
化
を
伝
え
る
。
の
関
係
が
変
わ
っ
た
。
だ
が
、

ま
ず
uw
変
革
期
を
生
き
る
女
積
極
的
な
女
性
た
ち
が
民
主
化

性
た
ち
H

を
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
総
房
犠
に
新
し
い
仕
事
を
起
乙
し

「統

一
ド

括
し
、
「
家
庭
に
は
戻
ち
な
い
」
女
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り

と

女

た

ち

」
「
仕
事
も
子
ど
も
も
」
「
仲
間
を
す
る
。
東
の
宝
は
仲
間
が
助

家
族
・
労
働
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
れ
ば
つ
色
く
な
い
」
と
心
口
合
う
と
と
だ
と
い
う
報
告
が

姫
岡
と
し
子
著
ひ
か
れ
る
章
建
て
で
旧
東
ド
イ
お
も
し
ろ
い
。
だ
が
、
ド
イ
ツ

ツ
の
女
性
た
ち
の
現
在
を
述
べ
統
一
と
経
済
の
再
編
が
、
男
女
の
療
法
草
案
」
が
付
さ
れ
て
い
ト
ラ
ブ
ル
。
飯
沢
匡
、
黒
柳
徹
ぽ
を
巻
い
て
逃
げ
た
く
な
い

「
補
論
一
つ
の
ド
イ
ツ
、
二
平
等
や
女
性
問
題
を
H

と
る
に
る
。
お
す
す
め
の
一
冊
。
(
陽
)
子
、
佐
警
官
民
さ
ん
ら
と
の
す
説
ち
気
さ
ム
か
ち
『
や
る
』

つ
の
フ
ェ
ミ
ニ

年度賞発表で

隠

し

昧

と

し

て

も

及位ヤヱさん芦野自制子さん石井幹子さん綾部奨茸口授さん

のり
生ンー

察室夫
ど崩九
う壊年
警後十
り女月
性の
U 、たベ
まちル

米・

:
m
g、
牛
乳
:
・
捌

∞
、
バ
ニ
ラ
・
ピ
l
ン
ズ
i

凶
本
、
砂
糖
:
・

m
g、
卵
黄

・:
4個
、
パ
タ
1
・:お
g
、

在
(
小
麦
粉
、
卵
、
生
パ
ン

粉
)
、
掲
げ
油
、
ソ
ー
ス
(
ア

プ
リ
コ
ッ
ト
ジ
ャ
ム
、
キ
ル
ィ

シ
ュ
)

砂155<l1li

!:¥浴
衣がきつね色に揚がったら、出来上がり

【守
主

①
米
は
洗
わ
ず
、
た
っ
ぷ

り
の
水
で
ゆ
で
、
沸
騰
し
て

米
に
七
分
く
ら
い
火
が
通
っ

た
ち
、
ザ
ル
に
上
げ
て
水
気

を
切
る
。

②
牛
乳
に
バ
ニ
ラ
(
縦
に

開
き
種
を
こ
そ
ぐ
)
全
体
を

入
れ
、
弱
火
で
煮
る
。煮
立
っ

た
ち
①
を
加
え
、
水
気
が
な

く
な
る
ま
で
煮
る
。

③
砂
糖
を
入
れ
、
焦
が
さ

な
い
よ
う
に
煮
て
、
十
分
水

気
を
と
ば
す
。

④
火
か
色
お
ろ
し
、
卵
黄
、

バ
タ
ー
を
‘
哩
せ
、
バ
ニ
ラ
・

ビ
l
ン
ズ
を
取
り
出
し
た

ら
、
パ
ッ
ト
に
移
し
平
た
く

し
て
冷
ま
す
。

⑤
約
5
叩
の
丸
い
形
に
整

え
、
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉

を
つ
け
て
揚
げ
る
。

⑤
ソ
l
ス
(
ア
プ
リ
コ
ッ

ト
ジ
ャ
ム
に
キ
ル
シ
ュ
を
加

え
て
煮
る
)
を
か
け
て
い
た

だ
く
。〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス〉こ
の
料
理
で
は
、
バ
ニ
ラ

の
加
熱
時
聞
が
短
い
の
で
、

爽
に
数
カ
所
切
れ
目
を
入
れ

て
、
香
り
を
出
や
す
く
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

(
資
指
揮
供
・

ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一
)

オ
ラ
ン
ダ
の
拳
⑤

青
紫
色
を
帯
び
た
黒
い

般
、
海
岸
の
岩
や
防
波
堤
な

ど
に
群
を
な
し
て
固
着
し
て

い
る
貝
は
会
フ
サ
キ
ガ
イ
、

別
名
ム
ト
ル
貝
と
呼
ば
れ
原

産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
有
名

な
ム
l
ル
貝
の
ワ
イ
ン
蒸
し

の
、
あ
の
貝
で
あ
る
。
乙
れ

が
オ
ラ
ン
ダ
の
家
庭
で
料
理

さ
れ
る
と
H
船
乗
り
の
マ
ッ

ス
ル
H

と
い
う
愉
快
な
名
前

に
な
る
。
北
海
で
と
ち
れ
、
西
部
海

岸
地
方
の
イ
l
ル
セ
ケ
に
水

揚
げ
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ム

l
ル
貝
(
す
な
わ
ち
マ
ッ
ス

ル
)
は
、
殻
っ
き
ニ
キ
ロ
入

り
の
袋
詰
め
が
日
本
円
で
五

百
円
ぐ
ら
い
と
購
く
ほ
ど
安

い
。
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と

し
て
ワ
イ
ン
蒸
し
を
作
っ
て

も
、
優
に
四
1
五
人
分
の
置

が
あ
り
た
ち
ま
ち
大
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
こ
の

黒
い
殻
つ
き
の
ま
ま
山
の
よ

う
に
盛
ら
れ
た
ム
1
ル
買
の

深
鍋
を
囲
ん
で
、
家
族
や
友

人
仲
間
が
ワ
イ
ン
を
飲
み
な

が
ら
談
笑
し
て
い
る
。
船
乗

り
マ
ッ
ス
ル
た
ち
が
お
お
ぜ

い
で
、
大
き
な
お
鍋
の
船
に

乗
っ
て
テ
ー
ブ
ル
に
や
っ
て

来
た
と
い
、
P
わ
け
で
あ
る
。

パ
ン
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
や

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
ベ

l
ス
に
し

た
三
種
類
の
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー

ス
が
と
れ
に
添
句
え
色
れ
る
。

カ
ラ
の
貝
を
使
っ
て
、
愛

ら
し
い
ほ
ど
ふ
っ
く
ら
と
白

い
ム

l
ル
貝
の
実
を
中
か

ら
、
つ
ま
み
出
し
、
好
み
の

経総ゅの
場法マッスル

ソ
ー
ス
を
つ
け
て
食
べ
る
。

こ
の
二
枚
貝
の
密
管
し
た

片
端
が
パ
ネ
の
よ
う
に
な
る

の
で
、
蓋
を
開
閉
さ
せ
て
も

の
を
つ
か
む
の
に
ち
さ
弓
と

よ
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
る
人
も
い

る。
「
フ
ラ
ン
ス
人
や
お
隣
り

の
ベ
ル
ギ
ー
人
は
、
一
年
中

ム
l
ル
貝
を
食
べ
る
が
い
句

々
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
H

R

H

の
つ
く
月
し
か
食
べ
な
い

ね
」
、
と
彼
ち
は
言
う
。実
際
、

九
月
の
ま
だ
若
い
ム
l
ル
員

は
甘
い
香
り
が
し
て
素
晴
ろ

し
く
お
い
し
い
。
冬
に
な
る

に
つ
れ
て
実
が
太
っ
て
味
も

濃
く
な
っ
て
い
く
。

イ
l
ル
セ
ケ
の
あ
た
り
で

は
、
新
鮮
な
生
の
ム
1
ル
貝

を
生
カ
キ
の
よ
う
に
食
べ
る

乙
と
が
で
き
る
。
ほ
か
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
法
が
あ
る

が
、
日
本
人
と
し
て
は
乙
の

山
ほ
ど
の
ム
l
ル
買
を
、
み

そ
汁
、
グ
ラ
タ
ン
、
香
味
焼

き
な
ど
と
試
し
て
み
て
は
、

一
生
分
の
ム
l
ル
貝
を
味
わ

え
た
よ
う
な
満
足
感
に
浸
っ

た
の
で
あ
る
。

(
文
と
力
ッ
ト

子
)

古
川
ひ
で

魚によって変わる
鍋物の煮方

タラ、タイ、フグ、アンコウ、

ホウボウなどは水かち煮ても味
がおちなU、。カキ、カニ、イカ、

エビ、アサリは水から煮ると味

が溶ちるので煮立った湯に。イ
ワシ、サパは水から煮ると生奥

くなるので湧から。サケは、バ

ターで紗めてから煮ると臭みが
ない。

制大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

亥
柔
た
る

一
答
申
慰
問
料
相
侵
略
働
者
容
器
一
一

ー
ズ
や
生
ク
リ
ー
ム
、
パ
タ
よ
っ
て
使
い
分
け
る
工
夫
を
「
ラ
イ
ス
・
ク
ロ
ケ
ッ
ト
」

ー
、

牛

乳

な

ど

の

臭

み

を

押

し

ま

す

。

で

す

。

さ
え
る
、
あ
る
い
は
、
風
味
今
回
は
、
バ
ニ
ラ
・
ビ
l

〈
ラ
イ
ス
・
ク
ロ
ケ
ッ
ト
〉

を
高
め
る
な
ど
、
隠
し
味
と
ン
ズ
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
【
材
料
】

(
4人
分
)

し
て
さ
り
げ
な
く
使
っ
て
い

ま
す
。
ζ
つ
し
た
使
い
方
を
す
る

に
は
、
爽
の
ま
ま
の
バ
ニ
ラ

・
ビ
l
ン
ズ
、
エ
キ
ス
分
を

抽
出
し
た
液
状
の
バ
ニ
ラ
・

エ
ッ
セ
ン
ス
な
ど
、
目
的
に

同
事
は
も
ょ
っ
ど

会失

も
λ
ノ
A
U

ど
和
久
芥
峡
日
九

.1 ・4. 、、

う
ま
「

陀
除
二
)
れ
、
炉
っ
。

(の

ど

ご

し

快

鯛

。
変

だ

け

g
u
w

サ
ン
ト
M

l

l

、

-
ツ
]

飲酒は20成を追きてから。あき缶はリサイクルへ。n lbl髭処処による踊眠町阪~11'r. 1t 1 1・;uら午鯛5時まで停止会れていま1". .UI' 低売φントリ ー，*，ミ主社

(4 ) 〈日曜日〉1994年 11月 20日安売~ ./'、議斤陪軒国舌27(第3種郵便物院可)

最
近
は
、
素
敵
な
洋
菓
子

屈
が
た
く
さ
ん
で
き
、
お
い

し
さ
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
ケ

ー
キ
作
り
に
欠
か
せ
な
い
の

は
、
バ
ニ
ラ
の
風
味
で
す
。

そ
れ
も
、
い
か
に
も
バ
ニ
ラ

と
分
か
る
よ
う
に
使
う
の
で

は
な
く
、
砂
糖
の
甘
味
を
強

め
る
た
め
に
使
っ
た
り
、
チ

れ
て
い
る
と
と
に
疑
問
を
抱
い

m
d一一

d
z
z今際三一一
mg…コ
ヲ

弘

二

一

丘

陵

野

副

知

…

…

…

C
3
J
J
d…て
、
開
差
上
国
の
映
画
、
女

一九

har--川
一

'
R
S
t
'
J
i
-
-
J-2
司

a凶
凶
凡
-
一

'B国
岡
島
=
園
田
園
，
，

t一
一
明
固

Ja庵
d
z，i

性
監
督
の
映
画
を
積
極
的
に
紹

九

五

三

…

…

…

…

一

一

一

弘

一

一

…

…

語

教

に

;

一

正

請

か

一

…

γド
ヶ

!

ぃ

…

i造
二

…

い

介

す

る

章

、

ェ

キ

プ

ド

・

シ
ネ
マ
を
主
宰
。
ミ
ニ
・
シ
ア

‘
.
‘

.

，

.

h

l

-

を
示
レ
て
く
れ
た
。
夢
や
勇
気
タ
l
の
道
を
新
た
に
開
き
、
女

k
芝
ま
〓
司
隠
す
首
相
子
さ

p
u
;たち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
性
損
害
映
空
映
を
し
続

1
1ノ
雌
E
E
P

》

t
」広
島
"
園
事
，

L引
U
V

一
l

「寸
」
に

J
F
'

し
て
く
れ
た
人
達
」
と
講
評
レ
け
て
い
る
。
『
大
樹
の
う
己

-

d

4

a

-
|

|

l

!

・・
4

-

た

。

(

官

)

、

『

秋

の

ソ

ナ

タ

』

(
m
m
)

、

大
賞
を
受
賞
し
た
高
野
さ
ん
『
ド
イ
ツ
・
腎
ざ
め
た
母
』

k
y弘
究
、
山
竪
邑
こ
手
日
尚
N
ト

'pak、
陸

Rhp
は
大
学
卒
業
後
、
映
画
会
社
に
(
洩
)
、
『
痴
呆
性
老
人
の
世

E

J
一

各

政

血

刷

石

山

p
t
主
引
証
書
V
4
4
dc
l』
ノ

活

向

、
ぷ
入
社
し
た
が
、
女
性
重
傷
に
(
お
)
、
『
芙
蓉
鎮
』
(
明
)
、

な
れ
な
い
と
い
う
、
日
本
の
映
宗
の
中
の
淑
女
た
ち
』
窃
)
、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1」
市

川

房

枝

さ

ん

か

ら

、

今

空

γ

さ
ん
(
弁
護
士
)
は
、
「
仕
事
画
界
の
男
社
会
ぶ
り
に
落
胆
『
高
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』
(
別
)

一
夢
や
勇

気

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
一
六
回
目
の
霊
警
合
内
八
を
し
て
い
く
中
で
、
社
会
委
し
、
表
。
帰
国
後
、
ァ
す
な
ど
、
高
野
さ
会
紹
介
し
た

τト
ト

ト

ト

ト

ト

ー

ー

ト

ー

ー

し

十

五

人

の

女

性

が

受

け

た

。

ぇ
、
女
性
を
変
え
て
い
く
こ
と
カ
の
娯
楽
映
画
ば
か
り
上
映
さ
映
画
に
は
話
題
作
が
多
い
。

社
会
の
た
め
に
有
意
義
な
活
花
)
、
教
育
賞
・
芦
野
由
利
子
選
考
委
員
で
、
同
セ
ン
タ
ー
一
応
=
=
=
一
三
=
=
三
一
三
三
一
=
=
E
=
=
=
=
=
=
=
=
=
三
=
=
=
一
三
=
=
=
三
三
三
=
===
====
=====三======三=言
===三三=
=============三日

躍
し
て
い
る
女
性
の
栄
沓
を
た
さ
ん
(
凶

・
日
本
家
族
計
画
連
の
顧
問
委
員
の
一
人
、
神
津
カ

一川

i
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

の
H

個
性
派
ギ
フ
ト
d

だ
。
州

た
え
る
「
エ
イ
ボ
ン
女
性
年
度
盟
事
務
局
次
長

ω
旬
、
芸
術
ン
ナ
さ
ん
(
作
家
)
は
、
「
今
而

ヘ

新

製

品

紹

介

ゾ

=
干
個
入
り
・
一
ニ
千
円
、

川

賞
」
の
受
賞
者
の
発
表
が
、
十
賞
・
石
井
幹
子
さ
ん
(
照
明
デ
年
は
、
た
く
さ
ん
の
日
本
の
女
而

i
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1

五
十
一
個
入
り
・
五
千
円
川

目
、
璽
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
ザ
イ
ナ
!
日
)
、
ス
ポ
ー
ツ
性
が
活
臨
し
た
年
で
、
誰
を
選
一
川
ツ
と
湖
こ
溶
け
、
湖
上
が
り
(
各
税
込
み
〉
。
川

っ
た
。

賞
-
綾
部
美
知
枝
さ
ん
(
サ
ッ
ぶ
か
大
変
だ
っ
た
。
そ
乙
で
、
而

楽

し

い

パ

ス

後
の
肌
釦
し
っ
と
り
さ
せ
る

今
年
の
大
壁
、
世
界
の
ご
l
指
導
者
自
)
が
、
そ
れ
今
年
だ
り
で
な
く
、
今
後
九

タ

イ

ム

を

演

出

ク
リ
ア
パ

E
T
-
-
-
-
E州

国
の
発
掘
・
上
映
運
動
エ
キ
プ
ぞ
れ
受
賞
し
弓
っ
と
花
を
咲
か
せ
、
地
道
に
活
一
川

ギ
フ
ト
突
浴
剤
契
売
ス
、
固
型
タ
イ
プ
で
炭
酸
ガ
・

1
1
1闘川

ド
・
シ
ネ
マ
を
妻
、
女
性
の
同
賞
は
、
エ
イ
ボ
ン
女
性
文
学
る
人
を
選
ぼ
う
と
い
う
と

一川

禁

l
ラ
化
粧
品
本
舗
ス
の
発
泡
で
温
浴
効
果
喜

一一

一

ダ

幽

川

視
点
で
映
画
の
上
映
に
力
を
注
化
セ
ン
タ
ー
が
、
一
九
七
九
年
と
に
な
っ
た
」
と
選
考
の
経
緯

一川
は
、
楽
し
い
パ
ス
タ
イ
ム
を
め
、
し
っ
か
り
雲
る
サ
ワ
圃
…

叫
い
f

闘

川

い
で
い
る
高
野
悦
子
さ
ん
(
岩
に
設
立
。
社
会
で
活
躍
、
目
ざ
を
話
し
た
。
同
じ
く
福
島
瑞
穂
而
演
出
す
る
ギ
フ
ト
用
入
浴
剤

l
パ
ス
。
色
と
香
り
の
遣
う
闇

mj
寸
抽
出
出
白
川

票
率
支
国
人
目
)
に
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
女

一川

「シ
ン
フ
リ
ー
ス
キ
ン

ケ

六

豪

語

合

わ

さ

れ
た

一

言

1

目
闘川

決
ま
っ
た
。
乙
の
ほ
か
に
、
功
性
た
ち
を
、
活
躍
す
る
部
門
に

抗一
川
ア
パ
ス
セ
ッ
ト
」
を
十
一
月
入
資
セ
ッ
ト
で
、
雲
田
辺
三

口

皆

川

績

賞

・

震

ヤ

エ

さ

ん

(

凶

日

よ

っ

て

毎

年

五

人

ず

つ

表

彰

肝

一川

百

、

新

発

売

。

の

気

分

で

好

み

の

タ

イ

プ

が

四

階

出

川

口

曲

川

本
婦
人
航
空
協
会
理
事
長
し
て
い
る
。
第
一
回

目

の

故

・

野

一

川

液

体

タ

イ

プ

で

生

誕

が

サ

選

べ

る

お

フ

ロ

好

き

の

た

め

・

EE--------田川

高
一
川

E
E
E
E
E
-
-
2
1
1
1
1十
川

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
が
自
に
ど
、
女
性
が
働
く
た
め
の
シ
ス

、
イ
叶
i
I
ヲ
d

'

見
え
る
よ
っ
に
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
テ
ム
は
手
厚
か
っ
た
。
そ
れ
ら

-

『

4d
dE
司
て
い
る
。
著
者
自
身
が
旧
東
ド
の
政
策
が
国
家
の
消
滅
と
共
に

村
川
川

vd陣
イ
ツ
の
女
性
た
ち
か
ら
直
接
聞
失
わ
れ
た
か
ろ
、
女
性
の
失
業

一，s酬
川

47

い
た
生
の
声
を
寒
礎
と
し
て
、
者
が
ふ
え
、
家
庭
で
は
男
と
女

f
f
l
i
l
-、
日
常
生
活
の
変
化
を
伝
え
る
。
の
関
係
が
変
わ
っ
た
。
だ
が
、

ま
ず
uw
変
革
期
を
生
き
る
女
積
極
的
な
女
性
た
ち
が
民
主
化

性
た
ち
H

を
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
総
房
犠
に
新
し
い
仕
事
を
起
乙
し

「統

一
ド

括
し
、
「
家
庭
に
は
戻
ち
な
い
」
女
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り

と

女

た

ち

」
「
仕
事
も
子
ど
も
も
」
「
仲
間
を
す
る
。
東
の
宝
は
仲
間
が
助

家
族
・
労
働
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
れ
ば
つ
色
く
な
い
」
と
心
口
合
う
と
と
だ
と
い
う
報
告
が

姫
岡
と
し
子
著
ひ
か
れ
る
章
建
て
で
旧
東
ド
イ
お
も
し
ろ
い
。
だ
が
、
ド
イ
ツ

ツ
の
女
性
た
ち
の
現
在
を
述
べ
統
一
と
経
済
の
再
編
が
、
男
女
の
療
法
草
案
」
が
付
さ
れ
て
い
ト
ラ
ブ
ル
。
飯
沢
匡
、
黒
柳
徹
ぽ
を
巻
い
て
逃
げ
た
く
な
い

「
補
論
一
つ
の
ド
イ
ツ
、
二
平
等
や
女
性
問
題
を
H

と
る
に
る
。
お
す
す
め
の
一
冊
。
(
陽
)
子
、
佐
警
官
民
さ
ん
ら
と
の
す
説
ち
気
さ
ム
か
ち
『
や
る
』

つ
の
フ
ェ
ミ
ニ

年度賞発表で

隠

し

昧

と

し

て

も

及位ヤヱさん芦野自制子さん石井幹子さん綾部奨茸口授さん

のり
生ンー

察室夫
ど崩九
う壊年
警後十
り女月
性の
U 、たベ
まちル

米・

:
m
g、
牛
乳
:
・
捌

∞
、
バ
ニ
ラ
・
ピ
l
ン
ズ
i

凶
本
、
砂
糖
:
・

m
g、
卵
黄

・:
4個
、
パ
タ
1
・:お
g
、

在
(
小
麦
粉
、
卵
、
生
パ
ン

粉
)
、
掲
げ
油
、
ソ
ー
ス
(
ア

プ
リ
コ
ッ
ト
ジ
ャ
ム
、
キ
ル
ィ

シ
ュ
)

砂155<l1li

!:¥浴
衣がきつね色に揚がったら、出来上がり

【守
主

①
米
は
洗
わ
ず
、
た
っ
ぷ

り
の
水
で
ゆ
で
、
沸
騰
し
て

米
に
七
分
く
ら
い
火
が
通
っ

た
ち
、
ザ
ル
に
上
げ
て
水
気

を
切
る
。

②
牛
乳
に
バ
ニ
ラ
(
縦
に

開
き
種
を
こ
そ
ぐ
)
全
体
を

入
れ
、
弱
火
で
煮
る
。煮
立
っ

た
ち
①
を
加
え
、
水
気
が
な

く
な
る
ま
で
煮
る
。

③
砂
糖
を
入
れ
、
焦
が
さ

な
い
よ
う
に
煮
て
、
十
分
水

気
を
と
ば
す
。

④
火
か
色
お
ろ
し
、
卵
黄
、

バ
タ
ー
を
‘
哩
せ
、
バ
ニ
ラ
・

ビ
l
ン
ズ
を
取
り
出
し
た

ら
、
パ
ッ
ト
に
移
し
平
た
く

し
て
冷
ま
す
。

⑤
約
5
叩
の
丸
い
形
に
整

え
、
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉

を
つ
け
て
揚
げ
る
。

⑤
ソ
l
ス
(
ア
プ
リ
コ
ッ

ト
ジ
ャ
ム
に
キ
ル
シ
ュ
を
加

え
て
煮
る
)
を
か
け
て
い
た

だ
く
。〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス〉こ
の
料
理
で
は
、
バ
ニ
ラ

の
加
熱
時
聞
が
短
い
の
で
、

爽
に
数
カ
所
切
れ
目
を
入
れ

て
、
香
り
を
出
や
す
く
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

(
資
指
揮
供
・

ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一
)

オ
ラ
ン
ダ
の
拳
⑤

青
紫
色
を
帯
び
た
黒
い

般
、
海
岸
の
岩
や
防
波
堤
な

ど
に
群
を
な
し
て
固
着
し
て

い
る
貝
は
会
フ
サ
キ
ガ
イ
、

別
名
ム
ト
ル
貝
と
呼
ば
れ
原

産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
有
名

な
ム
l
ル
貝
の
ワ
イ
ン
蒸
し

の
、
あ
の
貝
で
あ
る
。
乙
れ

が
オ
ラ
ン
ダ
の
家
庭
で
料
理

さ
れ
る
と
H
船
乗
り
の
マ
ッ

ス
ル
H

と
い
う
愉
快
な
名
前

に
な
る
。
北
海
で
と
ち
れ
、
西
部
海

岸
地
方
の
イ
l
ル
セ
ケ
に
水

揚
げ
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ム

l
ル
貝
(
す
な
わ
ち
マ
ッ
ス

ル
)
は
、
殻
っ
き
ニ
キ
ロ
入

り
の
袋
詰
め
が
日
本
円
で
五

百
円
ぐ
ら
い
と
購
く
ほ
ど
安

い
。
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と

し
て
ワ
イ
ン
蒸
し
を
作
っ
て

も
、
優
に
四
1
五
人
分
の
置

が
あ
り
た
ち
ま
ち
大
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
こ
の

黒
い
殻
つ
き
の
ま
ま
山
の
よ

う
に
盛
ら
れ
た
ム
1
ル
買
の

深
鍋
を
囲
ん
で
、
家
族
や
友

人
仲
間
が
ワ
イ
ン
を
飲
み
な

が
ら
談
笑
し
て
い
る
。
船
乗

り
マ
ッ
ス
ル
た
ち
が
お
お
ぜ

い
で
、
大
き
な
お
鍋
の
船
に

乗
っ
て
テ
ー
ブ
ル
に
や
っ
て

来
た
と
い
、
P
わ
け
で
あ
る
。

パ
ン
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
や

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
ベ

l
ス
に
し

た
三
種
類
の
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー

ス
が
と
れ
に
添
句
え
色
れ
る
。

カ
ラ
の
貝
を
使
っ
て
、
愛

ら
し
い
ほ
ど
ふ
っ
く
ら
と
白

い
ム

l
ル
貝
の
実
を
中
か

ら
、
つ
ま
み
出
し
、
好
み
の

経総ゅの
場法マッスル

ソ
ー
ス
を
つ
け
て
食
べ
る
。

こ
の
二
枚
貝
の
密
管
し
た

片
端
が
パ
ネ
の
よ
う
に
な
る

の
で
、
蓋
を
開
閉
さ
せ
て
も

の
を
つ
か
む
の
に
ち
さ
弓
と

よ
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
る
人
も
い

る。
「
フ
ラ
ン
ス
人
や
お
隣
り

の
ベ
ル
ギ
ー
人
は
、
一
年
中

ム
l
ル
貝
を
食
べ
る
が
い
句

々
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
H

R

H

の
つ
く
月
し
か
食
べ
な
い

ね
」
、
と
彼
ち
は
言
う
。実
際
、

九
月
の
ま
だ
若
い
ム
l
ル
員

は
甘
い
香
り
が
し
て
素
晴
ろ

し
く
お
い
し
い
。
冬
に
な
る

に
つ
れ
て
実
が
太
っ
て
味
も

濃
く
な
っ
て
い
く
。

イ
l
ル
セ
ケ
の
あ
た
り
で

は
、
新
鮮
な
生
の
ム
1
ル
貝

を
生
カ
キ
の
よ
う
に
食
べ
る

乙
と
が
で
き
る
。
ほ
か
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
法
が
あ
る

が
、
日
本
人
と
し
て
は
乙
の

山
ほ
ど
の
ム
l
ル
買
を
、
み

そ
汁
、
グ
ラ
タ
ン
、
香
味
焼

き
な
ど
と
試
し
て
み
て
は
、

一
生
分
の
ム
l
ル
貝
を
味
わ

え
た
よ
う
な
満
足
感
に
浸
っ

た
の
で
あ
る
。

(
文
と
力
ッ
ト

子
)

古
川
ひ
で

魚によって変わる
鍋物の煮方

タラ、タイ、フグ、アンコウ、

ホウボウなどは水かち煮ても味
がおちなU、。カキ、カニ、イカ、

エビ、アサリは水から煮ると味

が溶ちるので煮立った湯に。イ
ワシ、サパは水から煮ると生奥

くなるので湧から。サケは、バ

ターで紗めてから煮ると臭みが
ない。

制大日本水産会 ・

おさかな普及協議会

亥
柔
た
る

一
答
申
慰
問
料
相
侵
略
働
者
容
器
一
一

ー
ズ
や
生
ク
リ
ー
ム
、
パ
タ
よ
っ
て
使
い
分
け
る
工
夫
を
「
ラ
イ
ス
・
ク
ロ
ケ
ッ
ト
」

ー
、

牛

乳

な

ど

の

臭

み

を

押

し

ま

す

。

で

す

。

さ
え
る
、
あ
る
い
は
、
風
味
今
回
は
、
バ
ニ
ラ
・
ビ
l

〈
ラ
イ
ス
・
ク
ロ
ケ
ッ
ト
〉

を
高
め
る
な
ど
、
隠
し
味
と
ン
ズ
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
【
材
料
】

(
4人
分
)

し
て
さ
り
げ
な
く
使
っ
て
い

ま
す
。
ζ
つ
し
た
使
い
方
を
す
る

に
は
、
爽
の
ま
ま
の
バ
ニ
ラ

・
ビ
l
ン
ズ
、
エ
キ
ス
分
を

抽
出
し
た
液
状
の
バ
ニ
ラ
・

エ
ッ
セ
ン
ス
な
ど
、
目
的
に

同
事
は
も
ょ
っ
ど

会失

も
λ
ノ
A
U

ど
和
久
芥
峡
日
九

.1 ・4. 、、

う
ま
「

陀
除
二
)
れ
、
炉
っ
。

(の

ど

ご

し

快

鯛

。
変

だ

け

g
u
w

サ
ン
ト
M

l

l

、

-
ツ
]
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